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Abstract
 

Several Buddhist texts narrate the story of two merchants who offered food
 

to the Buddha in the seventh week after the latter had attained the enlighten-

ment.The Buddha blessed them and they became his first lay disciples.

By the context of the texts,we can surmise that the two merchants traveled
 

from Balkh,a city in the north Ahghanistan,to Utkala,a city in modern Orissa

(eastern India).It is highly doubtful that such a long journey took place in the
 

Buddha’s time,that is,in the sixth or fifth century B.C.,but such travelling was
 

not impossible around the beginning of the Christian era.

In fact,Ssu-ma Ch’ien,a famous Chinese historian,wrote in his great book
 

Shih-chi, that Chang-ch’ien, officer of the Han dynasty,went near to Balkh
 

through the central Asia around 130 B.C.,that he saw some products of South

-China there and that he was informed by the local people that the products had
 

been brought from some place of the eastern India.Chang-ch’ien then thought
 

that there must be a southern route from China to India.

The story of the two merchants, therefore, may be interesting for the
 

students who study on the trading route of ancient India.

ブッダは村の娘が捧げた乳糜を食べて以来，何も食べずに 想していた。かれが悟りに達し

たとき，通りかかった二商人がブッダに食べ物を提供した。このとき四天王がブッダに鉢を提

供した。ブッダは二商人を祝福し，かれらは最初の在家信者になった。

この物語は多くの経典に語られている。いくつかの経典によると，二商人は北方の住人で，

南インドに交易に出かけ，帰りにブッダに出会った。かれらの名はトラプサ（またはトラプシ

ャ）とバッリカといい，出かけた先はウトカラであった。これらの固有名詞はこの伝説が何等

かの史的事実を含んでいることを暗示している。トラプサはアレクサンドロス大王が戦ったバ

クトリアの戦場の名ドラプサカに似ており，バッリカはバクトリアの都バルフを連想させる。

ウトカラはインド東部のオリッサ州の別名として知られる。ブッダが悟りに達したブッダガヤ

( )75第76輯（2002）



はバクトリアとオリッサの間にある。西暦前２世紀，漢の張 は中央アジアを経てバクトリア

に赴き，そこで蜀の物産を見，バクトリアの商人からそれをインドで入手したことを聞き，中

国から南まわりでインドへ抜けるルートがあることを察したという 。トラプサとバッリカが

バクトリアとオリッサの間を往復した商人であったことは十分ありうる。本論の目的の一つは

この史的事実の発掘に資する材料を提供することにある。

本論のもう一つの目的は，この伝説を記す文献を並べることにより，経典がどのような動機

によって変化するものかを窺う材料を提供することにある。最初は仏伝の１コマにすぎなかっ

たものが，文学的関心から，多くのエピソードが加えられていくさま，また二商人の旅の物語

が，密教的関心から，旅の安全を祈願する護呪へと発展するさまが窺われるだろう。

文献の配列は原則的に成立年代の順による。律蔵の経典の伝承を先におき，本縁部のそれを

後におくのは，仏伝はまず律典において戒律制定の経緯を説明するために説かれ，のちにこの

部分が独立して本縁部の経典になったという想定にもとづく。２帰依（仏と法への帰依）を記

載する経典は，当然ながら，３帰依（仏と法と僧への帰依）を記載する経典の前におく。

ラリタヴィスタラは２帰依を記載するが，３帰依を記載するマハーヴァストゥより後におく。

理由の第１は文章のサンスクリット化が進んでいることである。ただし韻文 の部分は古形を

残している。理由の第２はラリタヴィスタラは（その翻訳とみられる方広大荘厳経とともに）

四天王のうち毘沙門天を特別扱いする新しい段階を示していることである。田辺勝美氏はその

著『毘沙門天像の誕生』（吉川弘文館，1999）で，毘沙門天の図像上の変容とともに，経典に

おけるこの変化について論じている。

伝承は諸部派の中でそれぞれ独自の発展を遂げ，説かれる目的によって増広，省略，要約が

おこなわれたようであるから，伝承の成立年代を決定するのは容易ではない。漢訳された順序

も必ずしも経典成立の順序を示すものとは思われない。したがって，成立年代の順序といって

も，あくまでも大雑把なものである。一応，次のように配列した。

⑴ Mahavagga（略称MVG）

⑵ 五分律

⑶ 四分律

⑷ Jataka-Nidana（略称 JTN）

⑸ 修行本起経

⑹ 中本起経

⑺ 太子瑞応本起経

⑻ 普曜経

⑼ Mahavastu（略称MVT）

⑽ 仏本行集経

Lalitavistara（略称LV）

Lalitavistara（チベット語訳）（略称LV(TIB））

方広大荘厳経

過去現在因果経

東海大学紀要文学部
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大唐西域記

筆者による の和訳

諸伝承の相違を比較しやすくするために，内容による節の区分をおこなった。

(Ⅰ)二商人奉食

(Ⅱ)四天王奉鉢

(Ⅲ)帰依

(Ⅳ)呪願（祝福）

(Ⅴ)髪塔

(Ⅵ)授記

このうち（Ⅱ）では特別テーマとしてⅡａ（韻文による前文の繰り返し），Ⅱｂ（牛が醍醐

を出す），Ⅱｃ（盆を空中に投げる）を別記した。詩句には諸文献の間の比較を容易にするた

めに番号をふった。

チベット訳ラリタヴィスタラの内容はサンスクリット原文ラリタヴィスタラの内容と全同で

あり，Ph.Ed.Foucauxがチベット訳からおこなった仏訳(Le Lalitavistara―Developpement
 

des Jeux―,Annales du Musee Guimet,Tome VI,1884,二商人奉食の伝説が登場する部分は

pp.317-325）は筆者の和訳にとって大変参考になった 。

１．杉本直次郎氏はTh.Watters,On Yuang Chwang’s Travels in India,Vol.I,p.134,

n.I“The Change of Shen-tu into T’ien-tu may point to a Burmese pronunciation of
 

Sindu as Thindu.”を引いて，漢代の史書に見える「天篤」「天毒」「天竺」はビルマ経

由で中国に伝わったインドの呼び名の表記と考える。杉本直次郎『東南アジア史研究

Ⅰ』巌南堂書店，昭和31年，pp.668-670.

また，平凡社世界大百科事典「ビルマルート」の項によると，ラングーン－ラシオ－

保山－昆明のルートがあり，ローマの使節がこれを利用したという。

なお，バクトリアをさす魏書の表記「薄提」はアヴェスターの Bakhdiに近い。

２．韻律には sloka［8-8-8-8］や upajati［11-11-11-11］が用いられている。

３．外園幸一氏がその著『ラリタヴィスタラの研究』上巻，大東出版社，1996でラリタヴ

ィスタラを和訳しているが，二商人奉食の伝説を含むであろう下（中？）巻はまだ出版

されていない。

◆ ⑴ Mahavagga (Mahavagga,ed.Senart,I.4.2-I.4.5.）

(Ⅰ) tena kho pana samayena tapussabhallika van
・
ija ukkala tam

・
desam

・

addhanamaggapat
・
ipanna honti.atha kho tapussabhallikanam

・
van

・
ijanam

・
nati

 
salohita devata tapussabhallike van

・
ije etad avoca:ayam

・
marisa bhagava

rajayatanamule viharati pat
・
hamabhisambuddho,gacchatha tam

・
bhagavantam

・

manthena ca madhupin
・
d
・
ikaya ca pat

・
imanetha,tam

・
vo bhavissati dıgharattam

・

hitaya sukhaya’ti.//2//

二商人奉食の伝説について
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atha kho tapussabhallika van
・
ijamanthan ca madhupin

・
d
・
ikan ca adaya yena

 
bhagava ten’upasam

・
kamim

・
su,upasam

・
kamitva bhagavantam

・
abhivadetva ekamantam

・

at
・
t
・
ham

・
su,ekamantam

・
t
・
hita kho tapussabhallika van

・
ija bhagavantam

・
etad avocum

・
:

pat
・
igan

・
hatu no bhante bhagavamanthan ca madhupin

・
d
・
ikan ca yam

・
amhakam

・
assa

 
dıgharattam

・
hitaya sukhaya’ti.//3//

(Ⅱ）atha kho bhagavato etad ahosi :na kho tathagata hatthesu pat
・
igan

・
hanti.

kimhi nu kho aham
・
pat

・
igan

・
heyyam

・
manthan ca madhupin

・
d
・
ikan ca’ti.atha kho

 
cattaro maharajano bhagavato cetasa cetoparivitakkam

・
annaya catuddisa cattaro

 
selamaye patte bhagavato upanamesum

・
:idha bhante bhagava pat

・
igan

・
hatu manthan

ca madhupin
・
d
・
ikan ca’ti.pat

・
iggahesi bhagava paccagghe selamaye patte

 
manthan ca madhupin

・
d
・
ikan ca pat

・
iggahetva ca paribhunji.//4//

(Ⅲ）atha kho tapussabhallika van
・
ija bhagavantam

・
onıtapattapan

・
im
・
viditva

bhagavato padesu sirasa nipatitva bhagavantam
・
etad avocum

・
:ete mayam

・
bhante

 
bhagavantam

・
saran

・
am
・
gacchama dhamman ca,upasake no bhagava dharetu ajjatagge

 
pan

・
upete saran

・
am
・
gate’ti.teva loke pat

・
hamam

・
upasaka ahesum

・
dvevacika.//5//

rajayatanakatha nit
・
t
・
hita.//4//

◆ ⑵ 五分律（大正蔵22，103a-103b）劉宋仏陀什，竺道生訳，AD.424

(Ⅰ)時有五百 客。乗五百乗車。中有二大人。一名離謂。二名波利。

二人昔善知識死為善神恒随逐之。作是念。今仏始成大道。未有献食者。

我今当令二人飯仏使長夜獲安。即以神力車牛皆躓。衆人怖懼四向求神。

彼神於空中語言。汝等莫怖。汝等莫怖。今仏世尊初成大道。静坐七日従定起。

遊行坐彼樹下。未有献食者。汝奉上 蜜長夜獲安。衆人歓喜即和 蜜。

倶詣樹下遙見世尊。姿容挺特諸根寂定。有三十二大人之相。圓光一尋猶若金山。

前礼仏足奉上 蜜。

(Ⅱ)世尊作是念。過去諸仏皆以鉢受。当来諸仏亦復如是。我今亦応用鉢受施。

四天王知仏意。各取一自然香浄石鉢以奉世尊。白言。惟願哀納我等此器受 人施。

仏復惟念。若取一王鉢。不可余王意。便悉受四鉢。累左手中。右手按之合成一鉢。

以用受施。

(Ⅲ)受已語言。汝等当帰依仏帰依法。即受二自帰。是為人中二 客最初受二自帰。

(Ⅳ)便為説随喜呪願之

二足汝安隠 四足亦安隠

去亦得安隠 還亦得安隠

如耕田有望 下種亦有望

汝今入海望 獲果亦如彼

爾時世尊説此 已。更為 人説種種妙法。
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◆ ⑶ 四分律（大正蔵22，781c-785c） 秦仏陀耶舎，竺仏念訳，AD.408

(Ⅰ)時有二 客兄弟二人。一名瓜。二名優波離。将五百乗車載財宝。

去菩提樹不遠而過。時樹神篤信於仏。曾与此二 客旧知識。欲令彼得度。

即往至 人所語言。汝等知不。釈迦文仏如来等正覚。於七日中具足諸法。

於七日中未有所食。汝等可以蜜 奉献如来。令汝等長夜得利善安隠快楽。

爾時兄弟二人。聞樹神語已歓喜。即持蜜 往詣道樹。遙見如来顔貌殊異。

諸根寂定最上調伏。如被調象無有卒暴。如水澄靜無有塵穢。見已発歓喜心。

於如来所前至仏所。頭面礼足在一面立。時二人白世尊言。今奉献蜜 慈愍納受。

(Ⅱ)時世尊復作如是念。今此二人奉献蜜 。当以何器受之。復作是言。

過去諸仏如来至真等正覚。以何物受食。諸仏世尊。不以手受食也。時四天王立在左右。知仏所

念。往至四方。各各人取一石鉢。奉上世尊。白言。願以此鉢。受彼 人 蜜。

時世尊慈愍故。即受四天王鉢。令合為一。受彼 人 蜜。

(Ⅳ)受彼 人 蜜已。以此勸喩。而開化之。即呪願言

所為布施者 必獲其利義

若為楽故施 後必得安楽

(Ⅲ)汝等 人。今可帰依仏帰依法。即受仏教言。大徳。我今帰依仏帰依法。

是為優婆塞中最初受二帰依。是 客兄弟二人為首。

(Ⅴ)時二 人白仏言。我今従此欲還本生處。若至彼間当云何作福。

何所礼敬供養。時世尊知彼至意。即与髪爪語言。汝等持此往彼作福礼敬供養。

時 人雖得髪爪。不能至心供養言。此髪爪世人所賤除棄之法。云何世尊持与我等供養。

時世尊知 人心中所念。即語 人言。汝等莫於如来髪爪所生毛髪許懈慢心。

亦莫言世人所賤。云何如来使我供養。 人当知。

［ここに髪の功徳を説く大量の挿入文がある。神々が如来の髪を祀ること。弥却が定光仏

のために地面に自分の髪を延べ，仏はその髪を讃え，人々がその髪を花や香で供養するこ

と。］（大正蔵22，782a-785c）

人当知。学菩薩道。能供養爪髪者必成無上道。以仏眼観天下。

無不入無余涅槃界而般涅槃。況復無欲無瞋恚無痴。施中第一。為福最尊。

受取中第一。而無報応也。爾時 人兄弟二人。即従座起復道而去

◆ ⑷ Jataka-Nidana (ed.Fausb ll,Vol.Ⅰ,pp.80-81.）

(Ⅰ）tatth’eva rajayatanamule nisıdi.tasmim
・
samaye tapassubhalluka nama dve

 
van

・
ija pancahi sakat

・
asatehi ukkala janapadamajjhimadesam

・
gacchanta

attano natisalohitaya devataya sakat
・
ani sannirumhitva satthu ahara sampadane
 

ussahitamanthan ca madhupin
・
d
・
ikan ca adaya“patigan

・
hatu no bhante bhagava

imam
・
aharam

・
anukampam

・
upadaya”’ti

(Ⅱ）sattharam
・
upasam

・
kamitva at

・
t
・
ham

・
su.bhagava payasam

・
pat

・
iggahan

・
a divase

 
yeva pattassa antarahitatta“na kho tathagata hatthesu patigan

・
hanti,kimhi
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nu kho aham
・
patigan

・
heyyan”ti cintesi.ath’assa cittam

・
natva catuhi disahi

 
cattaro maharajano indanılaman

・
imaye patte upanamesum

・
.bhagava te pat

・
ikkhipi.

puna muggavan
・
n
・
aselamaye cattaro patte upanamesum

・
.bhagava catunnam pi

 
devaputtanam

・
anukampaya cattaro patte pat

・
iggahetva uparupari t

・
hapetva“eko

 
hotu”’ti adhit

・
t
・
hahi.cattaro pi mukhavat

・
t
・
iyam

・
pannayamanalekha hutva

majjhimena paman
・
ena ekattam

・
upagamim

・
su.bhagava tasmim

・
paccagghe selamaye

 
patte aharam

・
patigan

・
hitva paribhunjitva anumodanam

・
akasi.

(Ⅲ）dve bhataro van
・
ija buddhan ca dhamman ca saran

・
am
・
gantva dvevacikaupasaka

ahesum
・
.

(Ⅴ）atha tesam
・
“ekam

・
no bhante paricaritabbat

・
t
・
hanam

・
detha”’ti vadantanam

・

dakkhin
・
ahatthena attano sısam

・
paramasitva kesadhatuyo adasi.te attano nagare

 
ta dhatuyo anto pakkhipitva cetiyam

・
patit

・
t
・
hapesum

・
.

◆ ⑸ 修行本起経（大正蔵３，472b.）後漢康孟詳訳，AD.197

(Ⅰ)是時仏在摩竭提界善勝道場貝多樹下。徳力降魔。覚慧神静。三達無礙。度二 客。

提謂波利。

(Ⅲ)授三自帰。及与五戒。為清信士。

◆ ⑹ 中本起経（大正蔵４，147c.）後漢康孟詳訳，AD.207

(Ⅰ)一時仏在摩竭提界善勝道場元吉樹下。徳力降魔。覚慧神静。三達無礙。度二 客。提謂波

利。

(Ⅲ)授三自帰。然許五戒。為清信士。

◆ ⑺ 太子瑞応本起経（大正蔵３，479a-479b.）呉支謙訳，AD.223-253

(Ⅰ)仏定意七日。不動不揺。樹神念仏。新得道快坐七日。未有献食者。我当求人令飯仏。時適

有五百 人。従山一面過。車牛皆躓不行。中有両大人。一名提謂。二名波利。怖還与衆人倶詣

樹神請福。神現光像言。今世有仏。在此優留国界尼連禅水辺。未有献食者。汝曹幸先能有善意。

必獲大福。 人聞仏名。皆喜言。仏必独大尊。天神所敬。非凡品也。即和 蜜。倶詣樹下。𥡴

首上仏。

(Ⅱ)仏念先古諸仏哀受人施法皆持鉢。不宜如余道人手受食也。時四天王。即遙知仏当用鉢。如

人屈申臂頃。倶到 那山上。如意所念。石中自然出四鉢。香浄潔無穢。四天王各取一鉢。還共

上仏。願哀 人。令得大福。方有鉄鉢。後弟子当用食。仏念取一鉢不快余三意。便悉受四鉢。

累置左手中。右手按之。合成一鉢。令四際現。仏受 蜜。

(Ⅲ)告諸 人。汝当帰命於仏。帰命於法。方有比丘衆。当預自帰。即皆受教。各三自帰。

(Ⅳ)仏起於異處食畢。呪願 人言。

今所布施。欲使食者。得充気力。当令施家。

世世得願。得色得力。得 得喜。安快無病。
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終保年寿。諸邪悪鬼。不得 近。以有善意。

立徳本固。諸善鬼神。常当擁護。開示道地。

得利諧偶。不使 。無復艱患。人有正見。

以信喜敬。潔浄不悔。施道徳者。福徳益大。

所随転勝。吉無不利。日月五星。二十八宿。

天神鬼王。常随護助。四天大王。賞別善人。

東提頭頼。南維 文。西維楼勒。北拘均羅。

当護汝等。令不遭横。能有慧意。研精学問。

敬仏法衆。棄捐衆悪。不自放恣。現受吉祥。

種福得福。行道得道。以先見仏。一心承奉。

当為従是。致第一福。現世獲祐。快解見諦。

富楽長寿。自致泥 。

◆ ⑻ 普曜経（大正蔵３，526b-527a.）西晋竺法護（太子瑞応本起経に似る），AD.308

(Ⅰ)爾時提謂波利之等与 人倶五百為侶。於時樹木華実茂盛演仏之音。七日不動不揺。時有梵

天 名識乾。住于梵天。見仏新得道快坐七日未有献食者。我当求人令飯上仏即使五百 人皆躓

不行。識乾先世五百 人之知識也。欲度之故。故使然矣。提謂波利怖還与衆人共議。天即時而

讃 言

如来成仏道 所願已具足

汝等貢上食 因是転法輪

時五百人詣樹神所。梵作樹現光光像分明言。今世有仏在拘留国界尼連禅水辺。未有致食者。汝

曹幸先能有善意必獲大福。 人聞仏名皆大喜言。仏必独大尊天神所敬非凡品也。即和 蜜倶於

樹下𥡴首上仏。

(Ⅱ)仏念先古諸仏哀受人施法皆持鉢。不宜如余道人手受食也。時四天王於頗那山上。得四枚青

石之鉢欲於中食。時有天子。名曰照明。謂天王曰。今者有仏。名釈迦文。応用斯鉢。非仁之器。

今当受食。可往奉之。於是四王則与天子。華香伎楽幡蓋 鉢。如屈伸臂頃倶下。詣仏四天王各

取所持之鉢共貢上仏。仏念取一不快余人。意当悉納之。提頭頼王先以献仏。仏即受之。而為説

言

今授世尊器 当獲尊法器

自得寂然鉢 心意無忘失

時毘留勒王。次復奉鉢。仏尋受之。而説 言

若授如来器 其心未曽妄

四天王安護 乃至清涼覚

時毘留羅叉王。次復奉鉢。仏尋受之。而説 曰

其施清浄器 浄心授如来

身心常軽便 天竜神所嘆

時毘沙門王。次復奉鉢。仏即受之。而説 曰

( )81第76輯（2002）

二商人奉食の伝説について



仏戒無缺漏 授完牢之器

信施無乱心 使徳無缺減

仏受鉢已。累左手中以右手按上。即合成一令四際現。而復嘆曰

吾前世施鉢 故有是果報

今獲斯四器 四王神足致

仏歎 已。即以其鉢。受 蜜。

(Ⅳ)呪願 人言。

今所布施。欲令食者。得充気力。当令施家。

世世得願。得色得力。得 得喜。安快無病。得辯才慧。

終保年寿。衆邪悪鬼。不得 近。以有善意。

立徳本故。諸善鬼神。常当擁護。開示道地。

得利諧偶。不使 。無復難患。人有見正。

以信喜敬。浄潔不悔。施道徳者。福徳蓋天。

所致転勝。吉無不利。日月五星。二十八宿。

天神鬼王。常随護助。四天大王。賞別善人。

東提頭頼。南維 文。西維留勒叉。北拘鈎羅。

当護汝等。令不遭横。能有慧意。研精学問。

敬仏法衆。棄捐衆悪。不自放恣。終受吉祥。

種福得福。行道得道。以先見仏。一心奉承。

当為従是。致第一福。現世獲祐。快解見諦。

常受富楽。自致泥 。

(Ⅱｃ)聞呪願已。皆発無上正真道意。仏食畢竟擲鉢虚空。有天子名善梵。即接取之無 礙。鉢

齎上梵天。億千梵天皆共供養右繞奉事。

(Ⅵ)於是世尊無等倫徳歎其功勲。以是徳本。於将来世。諸 客等当得作仏。名曰蜜成如来至真

等正覚明行成為善逝世間解無上士道法御天人師為仏世尊。於時導師授無限決。然後化於無数菩

薩。受其決者在於仏道而不退転。聞仏授決欣然踊躍。

(Ⅲ)時諸兄弟叉手自帰。共持身命奉上如来。

◆ ⑼ Mahavastu (ed. Senart, pp.303-313.）誤植と思われるものもそのままローマ字転写

する。二種のダンダについても同様。

(Ⅰ）uttarapathe ukkalam
・
namadhis

・
t
・
hanam

・
/tato ukkalato adhis

・
t
・
hanato trapuso

 
ca bhalliko ca nama sarthavaha ad

・
hyamahadhanamahabhoga pun

・
yavanto

 
mahaparivara daks

・
in
・
apathato pam

・
cahi dhurasatehi tena margen

・
a agacchanti//

tes
・
am
・
man・galıyanam

・
balıvardanam

・
pum

・
gava eko sujataye naks

・
atre jatako aparo

 
kırtike/tes

・
am
・
evam

・
naks

・
atran

・
am
・
namena sujatakırtikanamena jnayanti//

sarvasya sarthavahasya purato sarthavahasya yanakam
・
vahanti/yatra marge

 
kim

・
cidbhayo bhavati sim

・
habhayo vyaghrabhayo dvıpibhayam

・
va gan

・
d
・
akabhayam

・
va
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hastibhayam
・
va vanadevabhayam

・
va udakavahabhayam

・
va caurabhayam

・
va tatra te

 
na gacchanti tatah

・
te van

・
ijaka jananti bhayam

・
bhavis

・
yatıti tatha sam

・
haritva

caturdisam
・
pradhavanti samantena avaloketva//

te dani balıvarda sujatakırtika tahim
・
ks
・
ırikavanakhan

・
d
・
am
・
canuprapta/atra

 
trapus

・
abhalliyanam

・
ca van

・
ijanam

・
purvajnatisalohitehi devabhutehi tahim

・

ks
・
ırikavanakhan

・
d
・
e r
・
ddhiye nigr

・
hıta na sakronti gantum

・
//

tehi sthitehi sarve te purus
・
a sarthato bhıta tatra sam

・
naddha//

tes
・
ante devata purvajnatisalohita antarıks

・
agata ghos

・
am udırayensuh

・
sabdam

 
anusravayensuh

・
//

ma bhayatha van
・
ija tti na bhavati vo upadravam

・
/es

・
a buddho bhagavan iha

 
vanas

・
an
・
d
・
e prativasati saptahi asam

・
khyeyakalpehi pradurbhutah

・
bahujanahitaya

 
bahujanasukhaya lokanukam

・
paya mahato janakayasyarthaya hitaya sukhaya devanam

・

ca manus
・
yan

・
am
・
ca tasyadya saptasaptaham

・
ekunapam

・
casad divasa anaharasya/

tam aharen
・
a pratimanetha tato vah

・
aprameyam

・
kusalamulam

・
bhavis

・
yati//

tehi dani trapus
・
abhallikehi van

・
ijehi tanam

・
devatanam

・
vacanam

・
srutva

madhusarpisam
・
yuktam

・
tarpan

・
am
・
gr
・
hıtam

・
/te devata tes

・
am
・
van

・
ijakanam

・
purato

 
gacchanti/ito agacchatha//

te dani van
・
ija tehi devatehi bhagavato sakasam upanıta//

te tam
・
madhutarpan

・
am
・
gr
・
hya bhgavantam upasam

・
kranta/imam

・
bhagavan

 
madhutarpan

・
am
・
paribhum

・
jatu asmakam anugrahartham

・
//

(Ⅱ）atha khalu bhagavato etad abhus
・
i//

kim
・
nu khalu purimaka samyaksam

・
buddha bhajanapratigrahaka utaho

 
pan

・
ipratigrahaka bhajanapratigrahaka samyaksam

・
buddha ti//

saha cittotpadenaiva bhagavatah
・
catvari mahalokapala catvari suvarn

・
apatran

・
y

 
adaya bhagavantam upasam

・
kranta ratanapatra ti kr

・
tva na pravrajitasarupyani

 
bhagavam

・
na pratigr

・
hn
・
ati//

te dani rupyamayani patran
・
y adaya bhagavantam upasam

・
kranta/tan api bhagavam

・

ratanapatran
・
ıti kr

・
tva na pratigr

・
hn
・
ati//

evam
・
muktamayani vaid

・
uryamayani sphat

・
ikamayani musaragalvamayani

 
lohitikamayani tan api bhagavam

・
ratnapatran

・
ıti kr

・
tva na pravrajitasarupyan

・
ıti

 
kr
・
tva na pratigr

・
hn
・
ati//

te dani catvaro sailapatran
・
i adaya bhagavantam upasam

・
kranta//

atha khalu bhagavatah
・
etad abhus

・
i/yad aham ekasya lokapalasya patram

・

pratigr
・
hn
・
ıs
・
yami trayan

・
am
・
bhavis

・
yati cittasyanyathatvam

・
//

bhagavata sarves
・
am
・
caturn

・
am
・
lokapalanam

・
catvari patran

・
i pratigr

・
hn
・
itva

am
・
gus

・
t
・
hena akranta ekapatro ca adhis

・
t
・
hito/te dani catvaro patra ekam

・
patram

・

sam
・
jata sarves

・
am
・
caturn

・
am
・
patran

・
am
・
catvari patrakot

・
ıni dr

・
syanti/tatra bhagavata
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trapusabhallikanam
・
van

・
ijanam

・
madhutarpan

・
am
・
paribhuktam

・
//

(Ⅳ）bhagavam
・
dani trapusabhallikanam

・
van

・
ijanam

・
madhutarpan

・
am
・
pıtva pratyagra-

pran
・
ıtavarn

・
agandharasopetam

・
daks

・
in
・
am adisati//

anekakarasam
・
pannam

・
tarpan

・
anti pravuccati/

varn
・
ena caiva sam

・
pannam

・
gandhena ca rasena ca//

pratyagram
・
ca pranıtam

・
ca es

・
an
・
ıyam

・
ca kalpiyam

・
/

tarpan
・
am
・
prathamam

・
sastu adensuh

・
trapusabhalliya//

madhusarpisam
・
yuktam

・
tam

・
pibe ca purus

・
ottamah

・
/

tehi sam
・
tarpito vıro pratisam

・
lana utthito/

tarpaye dharmavr
・
s
・
t
・
ıye devagandharvamanus

・
am
・
//

dise sovatthikam
・
divyam

・
man

・
galyam

・
carthasadhakam

・
/

yam
・
srutva sumana sarve sarvartham

・
sadhayis

・
yati//

svasti vo dvipade bhotu svasti vo stu catus
・
pade/

svasty astu vrajatam
・
marge svasti pratyagates

・
u ca//

svasti ratrau diva svasti svasti madhyam
・
dine sthite/

sarvatra svasti vo bhotu ma ca papam
・
samagamat//

sirıvo daks
・
in
・
e skandhe sirıvame pratis

・
t
・
hita/

sirıvo am
・
gam am

・
ges

・
u maleva supratis

・
t
・
hita//

bhadram
・
vo bhadrasirıvo van

・
ija bhadram astu vo/

［East］ 本経典の四方呪願の文の構成は不揃いである。LVの との対応が明白なもの

はLVの の番号をつけておく。

⑴ yena kenacit karyen
・
a gacchatha purimam

・
disam

・
//

naks
・
atran

・
i vo palentu ye tam

・
disam adhis

・
t
・
hita/

⑵ kr
・
ttika rohin

・
ıcaiva mr

・
gardra ca punarvasu//

pus
・
yam

・
ca varanaks

・
atram

・
asles

・
a bhoti saptama//

⑶ ity ete sapta naks
・
atra lokapala yasasvinah

・
/

adis
・
t
・
a purime bhage etes

・
am
・
purima disa//

ete vo adhipalentu bhumıye bhavanena ca/

ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agame//

⑹ labdhartha ca nivartetha tehi naks
・
atrehi raks

・
ita//

purastime disobhage as
・
t
・
a devakumarika/

⑺ nandottara nandisena nandinınandiraks
・
ita//

jayantıvijayantıca siddhartha aparajita/

⑷ tes
・
am
・
adhipatıraja dhr

・
taras

・
t
・
ro ti namatah

・
//

gam
・
dharvadhipatıraja devehi sa ca raks

・
itah

・
/

so pi vo abhipaletu bhumıye bhavanena ca//

ks
・
ema ca vo diso bhontu ma ca vo papam agamı/
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⑻ labdhartha ca nivartetha sarvadevehi raks
・
ita//

purimasmim
・
disobhage capalam

・
va nama cetiyam

・
/

nityam
・
jvalati tejena nityam

・
satyopayacanam

・
/

so pi vo abhipaletu bhumıye bhavanena ca//

⑽ ks
・
ema ca vo diso bhontu ma ca vo papam agamı/

labdhartha ca nivartetha sarvacetiyasuraks
・
ita//

［South］

⑴ yena kenacid arthena gacchatha daks
・
in
・
am
・
disam

・
/

naks
・
atran

・
y abhipalentu ye tam

・
dis
・
am adhis

・
t
・
hita//

⑵ magha cobhe ca phalgun
・
yau hasta citra ca pam

・
cama/

svatıcaiva visakha ca etes
・
am
・
daks

・
in
・
a disa//

⑶ ity ete sapta naks
・
atra lokapala yasasvinah

・
/

adis
・
t
・
a daks

・
in
・
e bhage etes

・
am
・
daks

・
in
・
a dis

・
a//

te pi vo abhipalentu bhumıye bhavanena ca/

ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

⑹ labdhartha ca nivartetha tehi naks
・
atrehi raks

・
ita//

daks
・
in
・
asmim

・
disobhage as

・
t
・
a devakumariyo/

⑺ laks
・
mımatısirımatıyasomatıyasodhara//

subhes
・
t
・
hita suprabhata suvisuddha suvyakr

・
ta/

ta pi vo abhipalentu bhumıye bhavanena ca//

ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

labdhartha ca nivartetha devakanyahi raks
・
ita//

⑷ tasam adhipatıraja virud
・
hako ti namatah

・
/

kumbhan
・
d
・
adhipatıraja yamena saha raks

・
atu//

ks
・
ema ca vo diso bhontu ma ca vo papam agamı/

⑻ labdhartha ca nivartetha kumbhan
・
d
・
ehi suraks

・
ita//

daks
・
in
・
asmim

・
disobhage abhipasyam

・
nama cetiyam

・
/

nityam
・
jvalati tejena nityam

・
satyopayacanam

・
/

so pi vo abhipaletu bhumıye bhavanena ca//

⑽ ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

labdhartha ca nivartetha cetiyena suraks
・
ita//

［West］

⑴ yena kenacid arthena gacchatha pascimam
・
disam

・
/

naks
・
atra vo bhipalentu ye tam

・
disam adhis

・
t
・
hita//

⑵ anuradha ca jyes
・
t
・
ha ca mulas ca dr

・
d
・
havıryavan/

ubhe as
・
ad
・
he bhijic ca sravan

・
a bhavati saptamı//

te pi vo abhipalentu bhumıye bhavanena ca/
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ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

⑹ labdhartha ca nivartetha tehi naks
・
atrehi raks

・
ita//

pascimasmim
・
disobhage as

・
t
・
au devakumariyo/

⑺ alam
・
bus

・
amisrakesıaris

・
t
・
a suprabhayaka//

……………… kr
・
s
・
n
・
a sukra ca draupadı/

ta pi vo abhipalentu arogyena sivena ca//

ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

labdhartha ca nivartetha devakanyahi raks
・
ita//

⑷ tasam adhipatıraja virupaks
・
o ti namatah

・
/

sa vo nagadhipo raja varun
・
ena saha raks

・
atu//

so pi vo abhipaletu bhumıye bhavanena ca/

ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

⑻ labdhartha ca nivartetha sarvanagehi raks
・
ita//

pascimasmim
・
disobhage asto namena parvato/

avarto candrasuryan
・
am
・
asto artham

・
dadatu vo//

so pi vo abhipaletu bhumıye bhavanena ca//

⑽ ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

labdhartha ca nivartetha sarve astena raks
・
ita//

［North］

⑴ yena kenacid arthena gacchatha uttaram
・
disam

・
/

naks
・
atra vo bhipalentu ye tam

・
disam adhis

・
t
・
hita//

⑵ dhanis
・
t
・
ha satabhis

・
a caiva ubhau pros

・
t
・
hapada pi ca/

revaty athasvinıcaiva bharan
・
ıbhavati saptamı//

ta pi vo anupalentu bhumıye bhavanena ca/

ks
・
ema ca vo diso bhontu ma ca vo papam agamı/

⑹ labdharthas ca nivartetha tehi naks
・
atrehi raks

・
ita//

uttarasmim
・
disobhage as

・
t
・
au devakumariyo/

⑺ ila devısura devıpr
・
thivıpadumavatı//

asa sraddha hirıca srı…… samagata/

ta pi vo abhipalentu bhumıye bhavanena ca/

ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

labdharthas ca nivartetha devakanyahi raks
・
ita//

⑷ tasam adhipatıraja kuvera iti namatah
・
/

sarvayaks
・
adhipo raja raks

・
asıhi saha raks

・
atu//

so pi vo abhipaletu bhumıye bhavanena ca/

ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

⑻ labdharthas ca nivartetha yaks
・
araks

・
asaraks

・
ita//
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uttarasmim
・
disobhage kailaso nama parvatah

・
/

avaso yaks
・
asam

・
ghanam

・
raks

・
asanam

・
nivesanam

・
//

so pi vo abhipaletu bhumıye bhavanena ca/

⑽ ks
・
ema ca vo disa bhontu ma ca vo papam agamı/

labdharthas ca nivartetha yaks
・
araks

・
asaraks

・
itah

・
//

［Recapitulation］

⑴ as
・
t
・
avim

・
sati naks

・
atra saptasapta caturdisam

・
/

saha candramasuryehi trim
・
sad bhonti anunakam

・
//

⑴ dvatrim
・
sad devakanyavo as

・
t
・
a as

・
t
・
a caturdisam

・
/

catvaras ca maharaja lokapala yasasvinah
・
/

prajvalamanavarn
・
ena raks

・
anti te caturdisam

・
//

⑵ as
・
t
・
a sraman

・
a brahman

・
a as

・
t
・
a janapades

・
u ks

・
atriya/

as
・
t
・
a saindraka deva sada raks

・
am
・
karontu vah

・
//

(Ⅲ）tes
・
am
・
dani bhagavata trın

・
i saran

・
agamanani dinnani/gacchatha buddhasaran

・
am
・

gacchatha dharmasaran
・
am
・
gacchatha anagatam

・
ca bhagavato sravakasam

・
ghasaran

・
am
・
//

te dani buddhasaran
・
am
・
gata dharmasaran

・
am
・
gata sam

・
ghasaran

・
am
・
gata//

(Ⅴ）te dani ahansuh
・
/vayam

・
bhagavam

・
van

・
ijaka desadesani ca rajyani ca an

・
vama

/sadhu mam
・
bhagavam

・
kam

・
cid dadeya dhatum

・
yam

・
vayam

・
pujayema//

bhagavata dani tes
・
am
・
sırs

・
ato pan

・
ina kesani otaritva dinnani imam

・
kesastupam

・

karayetha nakhani ca otaritva dinnani imam
・
nakhastupam

・
karapetha sila ca

 
agamis

・
yanti tam

・
ca silam

・
pratis

・
t
・
hapetha//

tehi dani yatra kesasthalınama adhisthano tahim
・
kesastupam

・
karapitam

・
/

valuks
・
o nama nagaram

・
tahim

・
nakhastupam

・
karapitam

・
/siluks

・
am
・
namadhis

・
t
・
hanam

・

tatrapi sila pratis
・
t
・
hapita sa bhagavata r

・
ddhıye pan

・
ina ks

・
ipta//（pp.303-310）

……

tr
・
tıyam

・
silapat

・
t
・
am
・

bhagavata trapusabhallikanam
・

siluks
・
anamanigama avasitanam

・

tatra r
・
ddhıye purato utks

・
iptam

・
//

tehi tam
・
silapat

・
t
・
am
・
tatraiva cetiye pratis

・
t
・
hapitam

・
/adyapi gandhararajye

 
adhis

・
t
・
hanam

・
silanamena jnayati//（p.313.）

◆ ⑽ 仏本行集経（大正蔵３，801a-803b.）隋 那 多訳，AD.587-592

(Ⅰ)爾時世尊。従羊子種樹林起已。安 漸至一樹林下。彼樹林名差梨尼迦（隋言出乳汁林）。

到彼林已。結加 坐。経於七日。為欲受彼解脱楽故。爾時世尊。経七日後。正念正知。従三昧

起。如是世尊。経七七日。以三昧力。相続而住。然彼善生村主之女。布施乳糜。一食已後更不

別食。至今活命。

爾時彼處。従北天竺。有二商主。一名帝（當梨反）梨富娑（隋言胡瓜）二名跋梨迦（隋言金

挺）彼二商主。有多智慧。心細意正。彼二商主。従中天竺依土所出。種種貨物。満五百車。大
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得宜利。従中欲還北天竺国。時彼路経差梨尼迦林外不遠。次第而行。彼等商主。別有一具調伏

之牛。恒在先行。若前所有恐怖之處。而彼一具調善之牛。如打 縛駈不肯行。爾時彼處差梨尼

迦所護林神。彼神隠身。密捉持是二調牛。住不 前過。彼二商主。各持優鉢羅花之茎。打二調

牛。猶不肯行。其余所駕五百車牛。皆不肯動。其諸車輪。並不復転。其皮 索。悉皆自断。其

余 軛軸轄 輻箱 欄板鞅 勾心。或折或破。或砕或裂。如是変怪種種不祥。

爾時帝梨跋梨迦等。心生恐怖。皆大憂悩。身諸毛孔。皆悉遍竪。各相謂言。我等今者値何怪

禍。遇何災 。各各去車両三歩地。頭戴十指合掌頂礼一切諸天。一切諸神。至心而住。作如是

言。乞願我等今者所有災怪 咎。恐怖早滅。安隠吉利。

爾時彼林所守護神。現自色身。慰労彼等諸商主言。汝等商人。勿生恐怖。汝等此處。無一災

禍。無一諸 。不須怖畏。諸商主等。此處唯有如来世尊阿羅呵三 三佛陀。初始成仏無上菩提。

今日在此林内而住。但是如来。得道已来。経今足満四十九日。未曾得食。汝等商主。今若知時。

可共往詣向彼世尊多陀阿伽度阿羅呵三 三仏陀所。最宜在前。将 将酪蜜揣奉彼。汝等當得長

夜安隠安楽大利。

時二商主。聞彼林神如是言已。即白神言。如神所教。我等不違。而彼二商。即各将 酪蜜和

揣。共諸商人。往詣仏所。即到彼已。時二商主。遙見世尊。可憙端正。世間無比。乃至猶如虚

空衆星。荘厳身体諸相。見已心大敬重。清浄信向。至世尊前。到已即便頂礼仏足。却住一面。

時二商主。共白仏言。世尊願為我等。受此清浄 酪蜜揣愍我等故。

(Ⅱ)爾時世尊。如是思惟。往昔一切諸仏世尊阿羅呵三 三仏陀。悉皆受持鉢器以不。爾時世尊。

内生知見。即知過去一切諸仏多陀阿伽度阿羅呵三 三仏陀一切尽皆受持鉢器。是時世尊。復如

是念。我今当以何器而受二商主食 酪蜜揣。世尊欲受。発此心已。時四天王各従四方。速疾共

持四金鉢器。往詣仏所。到已各各項礼仏足。却住一面。而四天王。却住立已。将四金鉢。奉上

世尊。作如是言。唯願世尊。用此鉢器。受二商主 酪蜜揣。愍我等故。我等長夜当得大利大楽

大安。世尊不受。以出家人不合畜此。彼四天王。捨四金鉢。将四銀鉢。奉上世尊。作如是言。

世尊。可於此器受食。略説乃至。為我当得大利大安。世尊不受。如是更将四頗梨鉢。而亦不受。

如是更将四琉璃鉢。而亦不受。如是更将四赤珠鉢。而亦不受。次復更将四瑪瑙鉢。而亦不受。

次復更将四車 鉢。奉上世尊。如来亦復不為其受。爾時北方毘沙門王。告於諸余三天王言。我

念往昔。青色諸天。将四石器。来奉我等。白我等言。此石器内。仁等。可用受食而喫。

爾時別有一天子。名毘盧遮那。白我等言。仁等天王。慎勿於此石器之内受食而喫。仁但受持

相共供養。比之如塔。所以者何。当来有一如来出世。其如来号釈迦牟尼。仁等。宜将此四石鉢。

奉彼如来。仁等天王。今是時至。可将石鉢持奉世尊。

爾時四鎮四大天王。各各皆将諸親眷属囲遶。速至自宮殿中。各執石鉢。端正可喜。其色紺青。

猶如雲隊。盛以天花著満其内。将一切香。用塗彼鉢。復持一切諸妙音声。供養彼鉢速詣仏所。

到已共将四鉢奉仏。而白仏言。唯願世尊。受此石鉢。於此鉢内。受二商主 酪蜜揣。愍我等故。

各令我等長夜獲得大利安楽。

爾時世尊。復如是念。此四天王。以信浄心。奉我四鉢。我亦不合受持四鉢。若我今於一人辺

受。則三人心。各各有恨。若二人辺。受於二鉢。二人心恨。若三人辺。受於三鉢。一人心恨。

我今可総受此四鉢。出神通力。持作一鉢。爾時世尊。従於提頭頼 天王辺受鉢已。而説 言。
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施善世尊好鉢盂 汝決当成妙法器

既於我辺奉浄鉢 必増智慧正念心

爾時世尊。従於毘留勒叉天王辺受鉢已。而説 言。

我観真如誰施鉢 彼得正念増長心

有能養育世令安 速成妙楽清浄体

爾時世尊。従於毘留博叉天王辺受得鉢已。而説 言。

汝以浄心施浄鉢 清浄実心奉如来

当来速得清浄心 人天世間得称意

爾時世尊。従毘沙門大天王辺受於鉢已。而説 言。

清浄持戒仏世尊 善伏諸根施全鉢

不缺壊心殷重施 汝当来世得浄田

爾時世尊。受四鉢已。如是次第相重安置。左手受已。右手按下。神通力故。合成一鉢。外有四

脣。而説 言。

我昔功徳諸果満 以発哀愍清浄心

是故今四大天王 清浄牢固施我鉢

而有 説。

当時世尊欲受食 諸天四方持器来

各以奉施仏如来 受已神通作一鉢

爾時世尊。於新浄潔天施鉢内。従彼北天帝梨富娑 跋梨迦（前代訳称提謂波利［以下略］）二

商主辺。受於 酪蜜和之揣慈愍故受。如法而食。

(Ⅲ)食已即告彼二商主及諸人言。汝商主等。来従我受帰依仏帰依法帰依僧。復受五戒。当令汝

等長夜安楽獲大善利。其二商主。及諸眷属。聞仏語已。即共白言。如仏聖教。我等不違。即便

共受三自帰依。彼二商主。於人世間。最初而得三帰五戒優婆塞名。所謂帝梨富娑二商主等。

(Ⅵ)爾時世尊以二商主生随喜故。而説 言。

所施色味具足円 受已方便離煩悩

其中雑和多種物 是故名為 酪漿

訖身体潤澤光 面色輝花容貌顕

気力充実而得益 除飢渇悩心獲安

如是漿施仏世尊 令諸梵行得飽満

我今所受已食足 是二商主奉 揣

日種甘蔗族所生 讃嘆是人為最上

以此布施功徳故 当到聖智極果中

復得尽於諸漏辺 以因如是業行故

後更転転無恐怖 漸得脱於諸有纏

既入無漏得清涼 譬如良田善平正

種子穀苗悉皆好 風雨潤澤復随時

禾稼成長自豊饒 如是皆由多種子
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生已漸漸増茂盛 諸穀充溢倍多加

所収之子不可量 亦如成就諸戒行

能広布施衆飲食 後得果報難可論

以昔成利故使然 若人欲求於後利

望其転得饒益果 唯有供養仁智尊

当成果報妙菩提 得善逝世間解

自己得心多種利 復能向他作法饒

彼得自益利衆生 是故名為大智者

欲得自利利一切 欲得求道導世間

応於三宝仏法僧 発心当生正信行

以信心故得果報 広大善達信行辺

即得戒行難思議 即得最勝無上道

布施能得此勝報 観見世界真実如

又得道智満足充 聖者能如是正見

彼得是見名正念 散諸垢結等塵労

証得無畏大涅槃 解脱世間一切菩

如是具足一切法 諸聖讃歎此最尊

生老病死等既無 悲苦別離皆滅尽

十力世尊嘆此楽 当得不生死處常

(Ⅳ)爾時帝梨富娑二商主等。及諸商人。共白仏言。世尊。我等諸人。今在道路。唯願世尊。為

我等故。作吉祥願。当令我等無有障礙速疾而至自所居国。爾時世尊。為二商主及諸商人。作吉

祥願。而説 言。

願令二足大吉利 一切四足亦大安

行路至處多吉祥 所向諸方悉如意

昼夜行坐皆慶適 日中所在亦多宜

於一切處願従心 商主商人並康健

希望子故種田作 散子既竟望収多

一切商人求利行 入海艱難採珍宝

汝等承望故行路 願所規獲利速成

我今得道快喜歓 汝随至方皆願吉

心所欲取一切利 如汝等願速称心

行向経歴所至方 悉願無有諸障礙

(Ⅴ)爾時商主。同白仏言。世尊。願乞我等一物作念。若到本郷。不見世尊。当以彼物作塔。礼

拝以表憶念大聖世尊。我等諸人。供養尊重。尽今形寿。爾時世尊。即与諸商仏身髪爪以用作念。

而告之言。汝等商主。此之髪爪。今持与汝。令汝作念。若見此物。与我無異。於後当更別有一

石従空而下。至汝等處。汝等若見。当還起塔供養尊重。爾時帝梨二商主等。従於仏辺。受髪爪

已。作如是念。此之髪爪。乃是身上所棄之物。法非勝妙。不合尊重。無供養心。
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爾時世尊。知彼一切商人心已。告彼等言。汝等商主。莫作是念。我憶往昔。無量無辺。不可

計劫。有一世尊。出現於世。名曰然燈如来。多陀阿伽度阿羅呵三 三仏陀善逝世間解無上士調

御丈夫天人師仏世尊。我於彼時作一婆羅門摩那婆。具足解於四毘陀論。我於爾時。見彼世尊。

入於一城。城名蓮花。我於彼時。以五茎青優鉢羅花。散彼仏上。即便発於菩提之心。時彼世尊。

即授我記。汝摩那婆。於未来世。時節過数阿僧祇劫。当得作仏号釈迦牟尼多陀阿伽度阿羅呵三

三仏陀。我時於彼世尊法中。捨離居家。剃除鬚髪。而便出家。我出家後。一切諸天。取於我

髪。一髪即有十億諸天。作分将行。而共供養。従彼已来。我今得成阿 多羅三 三菩提。以仏

眼観彼等衆生。無一衆生各在仏辺而不皆得証涅槃者。我於彼時。既未免脱貪慾瞋痴。猶尚供養

我之髪爪。無量衆生。千万億数。而得涅槃。況復今日尽諸一切煩悩結惑貪慾恚痴。皆悉除滅。

汝等何故不大尊重我此清浄無染髪爪。

爾時商主。及諸人等。聞於世尊説是往昔因縁之事。即於髪爪。生希有心。生大尊重恭

敬之心。頭頂一心。礼世尊足。囲遶三匝。却歩而行。有 説言。

有衆商人諸方過 樹神発覚告彼言

此有自利得世尊 汝等頂礼布施食

◆ Lalitavistara (ed. Lefmann, pp.381-392.） テキスト中，（V. ##）はVaidya

（Lalitavistara,pp.276-285）の修正を示す

(Ⅰ）【381, line 3】saptame saptahe tathagato tarayan
・
amule viharati sma//tena khalu

 
punah

・
samayenottarapathakau dvau bhratarau trapus

・
abhallikanamakau van

・
ijau pan

・
d
・
itau

 
nipun

・
au vividhapan

・
yam

・
gr
・
hıtvamahalabdhalabhau daks

・
in
・
apathad uttarapatham

・
gacchete

 
sma/mahata sarthena pancabhir dhurasataih

・
suparipurn

・
aih
・
//

tayoh
・
sujatah

・
kırtisca namajaneyau dvau balıvardhav astam

・
/nasti tayor lagnabhayam

・
/

yatranye balıvardhana vahanti sma/tatra tau yujyete sma/yatra cagrato bhayam
・
bhavati

 
sma/tatra tau kılabaddhav iva tis

・
t
・
hete sma/na ca tau pratodena vahyete sma/utpalaha-

stakena va sumanadamakena va tau vahyete sma//tes
・
am
・

tarayan
・
asamıpe

 
ks
・
ırikavananivasinıdevatadhis

・
t
・
hanat te sakat

・
ah
・
sarve vis

・
t
・
hitana vahanti sma/varatradıni

 
ca sarvasakat

・
an
・
gani ca chidyante sma/bhidyante ca/sakat

・
acakran

・
i ca nabhıparyantam

・

bhumau nimagnani sarvaprayatnair api te sakat
・
a na vahanti sma//te vismita bhıtas

cabhuvan/kim
・
nu khalv atra karan

・
am
・
ko’yam

・
vikaro yad ime sthale sakat

・
avis

・
t
・
hitah

・
/tais

 
tau sujatakırtibalıvardhau yojitau/tav api na vahete sma/sotpalahastena ca sumanadama-

kena ca vahyamanau//tes
・
am etad abhavat/asam

・
sayam

・
puratah

・
kim

・
cid bhayam

・
yenaitav

 
api na vahatah

・
/tair asvadutah

・
puratah

・
pres

・
itah

・
/asvadutah

・
pratyagatah

・
prahur nasti

 
kim

・
cid bhayam iti//tayapi devataya svarupam

・
sam

・
darsya asvasita ma bhetavya【382】m

 
iti/tav api ca balıvardhau yena tathagatas tena sakat

・
aprakars

・
itau//yavat te pasyanti sma

 
tathagatam

・
vaisvanaram iva pradıptam

・
dvatrim

・
san-mahapurus

・
alaks

・
an
・
aih
・
samalam

・
kr
・
tam

 
aciroditam iva dinakaram

・
sriya dedıpyamanam

・
/dr

・
s
・
t
・
va ca te vismita babhuvuh

・
/kim

・
nu

 
khalv ayam

・
brahma ihanuprapta utaho sakro devendra utaho vaisravan

・
a utaho suryacan-

( )91第76輯（2002）

二商人奉食の伝説について



dro vautaho kim
・
cid giridevatam

・
vanadıdevatam

・
va//tatas tathagatah

・
kas

・
ayani vastran

・
i

 
prakat

・
ayati sma//tatas te ahuh

・
/pravrajitah

・
khalv ayam

・
kas

・
ayasam

・
vr
・
to nasmad bhayam

 
astıti/te prasadam

・
pratilabdha anyonyam evam ahuh

・
/pravrajitah

・
khalv ayam

・
kalabhojı

bhavis
・
yati/asti kim

・
cit/ahur asti madhutarpan

・
am
・
likhitakasceks

・
avah

・
//te madhutarpan

・
am

 
iks
・
ulikhitakam

・
scadaya yena tathagatas tenopasam

・
kramann upasam

・
kramya tathagatasya

 
padau sirasabhivanditva tripradaks

・
in
・
ıkr
・
tyaikante tasthuh

・
/ekante sthitas te tathagatam

 
evam ahuh

・
/pratigr

・
hnatu bhagavann idam

・
pin
・
d
・
apatram asmakam anukampam upadaya//

(Ⅱ）atha khalu bhiks
・
avas tathagatasyaitad abhut/asadhu khalv idam

・
syad yad aham

・

hastabhyam
・

pratigr
・
hnıyam

・
/kasmin khalu purvakais tathagataih

・
samyaksam

・
buddhaih

・

pratigr
・
hıtam

・
patren

・
ety ajnasıt//

iti hi bhiks
・
avas tathagatasya bhojanakalasamaya iti viditva tatks

・
an
・
am eva catasr

・
bhyo

 
digbhyas catvaro maharaja agatya catvari  sauvarn

・
ani  patran

・
y adaya tatha-

gatasyopanamayanti sma/pratigr
・
hnatu bhagavann imani sauvarn

・
ani（catvari) patran

・
y

 
asmakam anukampam upadaya//tani na sraman

・
apratirupan

・
i iti kr

・
tva tathagato na

 
pratigr

・
hnıte【383】sma/evam

・
catvari rupyamayani catvari vaid

・
uryamayani sphat

・
i-

kamayani musaragalvamayani asmagarbhamayani//tatas catvari sarvaratnamayani
 

patran
・
i gr

・
hıtva tathagatasyopanamayanti sma/na sraman

・
asya sarupyan

・
i iti kr

・
tva tath-

agato na pratigr
・
hnıte sma//

atha khalu bhiks
・
avas tathagatasya punar etad abhut/evam

・
katamadvidhaih

・
patraih

・

purvakais tathagatair arhadbhih
・

samyaksam
・
buddhaih

・
pratigr

・
hıtam

・
/sailapatrair ity

 
ajnasıt/evam

・
ca cittam utpannam

・
tathagatasya//atha khalu vaisravan

・
o maharajas tad-

anyam
・
s trın maharajan amantrayate sma/imani khalu punar mars

・
as catvari sailapatran

・
i

 
nılakayikair devaputrair asmabhyam

・
dattani/tatrasmakam etad abhut/es

・
u vayam

・
pari-

bhoks
・
yama iti//tato vairocano nama nılakayiko devaputrah

・
so’sman evam aha/

⑴ ma es
・
u bhoks

・
yatha bhajanes

・
u dharetime cetiya sam

・
matıte/

bhavita jinah
・
sakyamunıti namna tasyeti patran

・
y upanamayetha//

⑵ ayam
・
sa kalah

・
samayas ca mars

・
a upanamitum

・
sakyamuner hi bhajana/

sam
・
gıtituryasvaranaditena dasyama patran

・
i vidhaya pujam

・
//

⑶ sa bhajanam
・
dharmamayam

・
hy abhedyam

・
ime ca sailamayabhedya bhajana/

pratigrahıtu ks
・
amate na canyah

・
pratigraharthaya vrajama hanta//

atha khalu catvaro maharajah
・
svasvajanapars

・
adyah

・
pus

・
padhupagandhamalyavilepana-

turyatad
・
avacarasam

・
gıtisam

・
prabhanitena sveh

・
(V.svaih

・
)svaih

・
pan

・
ibhis tani patran

・
i pari-

gr
・
hya yena tathagatas tenopasam

・
kramann upasam

・
kramya tathagatasta (V.-gatasya)

pujam
・
kr
・
tva tani patran

・
i divyakusumapratipurn

・
ani tathagatayopanamayanti sma//

【384】atha khalu bhiks
・
avas tathagatasyaitad abhavat/amıkhalu punascatvaro mahara-

jah
・
sraddhah

・
prasanna mama catvari sailapatran

・
y upanamayanti/na ca me catvari

 
sailapatran

・
i kalpante/athaikasya pratigr

・
hıs
・
yami trayan

・
am
・
vaimanasyam

・
syat/yanvaham
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(V.yan nv aham)imani catvari patran
・
i pratigr

・
hyaikam

・
patram adhitis

・
t
・
heyam

・
//

atha khalu bhiks
・
avas tathagato daks

・
in
・
am
・
pan

・
im
・
prasarya vaisravan

・
am
・
maharajam

・

gathayadhyabhas
・
ata/

⑴ upanamayasva sugatasya bhajanam
・
tvam

・
bhes

・
yase(bhavis

・
yase,Edgerton,I,p.224)

bhajanam agrayane/

asmadvidhebhyo hi pradaya bhajanam
・
smr

・
tir matis caiva na jatu hıyate//

atha khalu bhiks
・
avas tathagato vaisravan

・
asya maharajasyantikat tatpatram

・

pratigr
・
hnıte sma/anukampam upadaya/pratigr

・
hya ca dhr

・
taras

・
t
・
ram

・
maharajam

・

gathayadhyabhas
・
ata/

⑵ yo bhajanam
・
deti tathagatasya na tasya jatu smr

・
ti prajna hıyate/

atinamya kalam
・
ca sukham

・
sukhena yavat padam

・
budhyati sıtibhavam

・
//

atha khalu bhiks
・
avas tathagato dhr

・
taras

・
t
・
rasya maharajasyantikat tatpatram

・

pratigr
・
hnıte sma/anukampam upadaya/pratigr

・
hya ca virud

・
hakam

・
maharajam

・

gathayadhyabhas
・
ata/

⑶ dadasi yas tvam
・
parisuddhabajanam

・
visuddhacittaya tathagataya/

bhavis
・
yasi tvam

・
khalu suddhacittah

・
prasam

・
sito devamanus

・
yaloke//

atha khalu bhiks
・
avas tathagato virud

・
hakasya maharajasyantikat tatpatram

・

pratigr
・
hnıte sma/anukampam upadaya/pratigr

・
hya ca virupaks

・
am
・
maharajam

・

gathayadhyabhas
・
ata/

⑷ achidrasılasya tathagatasya achidravr
・
ttasya achidrabhajanam

・
/

achidracittah
・
pradadasi sraddhaya achidra te bhes

・
yati pun

・
yadaks

・
in
・
a//

pratigr
・
hnıte sma bhiks

・
avas tathagato virupaks

・
asya maharajasyantikat

 
tatpatram

・
anukampam upadaya/pratigr

・
hya caikam

・
patram adhitis

・
t
・
hati

 
sma/adhimuktibalena//tasyam

・
ca velayam idam udanam udanayati sma/

⑸ dattani patran
・
i pure bhave maya phalapurita preman

・
iya ca kr

・
tva/

tenemi patras caturah
・
susam

・
sthita dadanti devas caturo maharddhikah

・
//

(Ⅱ a)tatredam ucyate/

⑴ sa saptaratram
・
varabodhivr

・
ks
・
am
・
sam

・
preks

・
ya dhırah

・
paramarthadarsı/

s
・
ad
・
bhih

・
prakaraih

・
pravikampya corvım

・
abhyutthitah

・
sim

・
hagatir nr

・
sim

・
hah

・
//

⑵ samanta nagendra vilambagamıkramen
・
a tarayan

・
amulam etya/

upavisan meruvad aprakampyo dhyanam
・
samadhim

・
ca muni pradadhyau//

⑶ tasmim
・
s ca kale trapus

・
as ca bhalliko bhratr

・
dvayam

・
van

・
ijagan

・
ena sardham

・
/

sakat
・
ani te panca dhanena purn

・
a sam

・
pus

・
pite salavane pravis

・
t
・
ah
・
//

⑷ mahars
・
itejena ca aks

・
amatram

・
cakran

・
i bhumau vivisuh

・
ks
・
an
・
ena/

tam
・
tadr

・
sım

・
preks

・
ya ca te avastham

・
mahadbhayam

・
van

・
ijagan

・
asya jatam

・
//

⑸ te khad
・
gahastah

・
sarasaktipan

・
ayo vane mr

・
gam

・
vamr

・
gayan ka es

・
a/

vıks
・
anta te saradacandravaktram

・
jinam

・
sahasram

・
sum ivabhramuktam

・
//
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⑹ prahınakopa apanıtadarpah
・
pran

・
amya murdhna vimr

・
s
・
uh
・
ka es

・
a/

nabhastalad devata vaca bhas
・
ate buddho hy ayam

・
lokahitarthakarı//

⑺ ratrim
・
diva sapta na cannapanam

・
anena bhuktam

・
karun

・
atmakena/

yadicchatha atmana klesasantim
・
bhojethimam

・
bhavitakayacittam

・
//

⑻ 【386】sabdam
・
ca te tam

・
madhuram

・
nisamya vanditva kr

・
tvaca jinam

・
pradaks

・
in
・
am
・
/

prıtas tatas te sahitaih
・
sahayaih

・
jinasya pin

・
d
・
aya matim

・
pracakruh

・
//o//

(Ⅱ b）tena khalu bhiks
・
avah

・
samayena trapus

・
abhallikanam

・
van

・
ijam

・
pratyantakarvat

・
e

 
goyutham

・
prativasati sma//atha ta gavas tasmin kale tasmin samaye sarpiman

・
d
・
am
・

pradugdhaabhuvan//atha gopalas tat sarpiman
・
d
・
am adaya yena trapus

・
abhallikau van

・
ijau

 
tenopasam

・
kramann upasam

・
kramyemam

・
prakr

・
tim arocayanti sma/yat khalu yuyam

・

bhat
・
t
・
ajanıyata sarvas tagavah

・
sarpiman

・
d
・
am
・
pradugdhah

・
/tat kim etat prasastam ahosvin

 
neti//

tatra lolupajatya brahman
・
a evam ahuh

・
/aman

・
galyam etad brahman

・
anam

・
mahayajno

 
yas

・
t
・
avya iti//

tena khalu punar bhiks
・
avah

・
samayena trapus

・
abhallikanam

・
van

・
ijam

・
sikhan

・
d
・
ınama

 
brahman

・
ah
・
purvajatisalohito brahmaloke pratyajato’bhut/sa brahman

・
arupam

 
abhinirmaya tan van

・
ijo gathabhir adhyabhas

・
ata/

⑴ yus
・
makam

・
pran

・
idhih

・
purve bodhipraptas tathagatah

・
/

asmakam
・
bhojanam

・
bhuktva dharmacakram

・
pravartayet//

⑵ sa cais
・
a pran

・
idhih

・
purn

・
o bodhipraptas tathagatah

・
/

aharam upanamyeta bhuktva cakram
・
pravartayet//

⑶ suman
・
galam

・
sunaks

・
atram

・
gavam

・
vah

・
sarpidohanam

・
/

pun
・
yakarman

・
as tasyais

・
a anubhavo mahars

・
in
・
ah
・
//

⑷ evam
・
sam

・
codya van

・
ijah

・
sikhan

・
d
・
ıbhavanam

・
gatah

・
/

udagramanasah
・
sarve babhuvus trapus

・
ahvayah

・
//o//

⑸ ks
・
ıram

・
yad asıc ca hi gosahasra ases

・
atas tam

・
samudanayitva/

【387】agram
・
ca tasmat parigr

・
hya ojah

・
sadhem

・
su te bhojana gauraven

・
a//

⑹ saptam
・
(V.satam

・
）sahasraikapalasya mulyam

・
ya ratnapatrıabhu(V.abhuc）

candranamika/

cauks
・
am
・
sudhautam

・
vimalam

・
ca kr

・
tva samatırthikam

・
puris

・
u bhojanena//

⑺ madhum
・
gr
・
hıtva tatha ratnapatrım

・
tarayan

・
ımulam upetya sastuh

・
/

pratigr
・
hna bhakte anugr

・
hna casman idam

・
pran

・
ıtam

・
paribhun・ks

・
va bhojyam

・
//

(Ⅱｃ）⑻ anukampanarthaya ubhau ca bhratr
・
n
・
am
・
purvasayam

・
jnatva ca bodhiprast

 
hitau/

pratigr
・
hıtva paribhunji sasta bhuktva ks

・
ipıpatri nabhastalesmim

・
//

⑼ subrahmanama ca hi devarajo jagraha yas tam
・
vararatnapatrım

・
/

adhunapy asau tam
・
khalu brahmaloke sam

・
pujayaty anyasuraih

・
sahayah

・
//o//
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(Ⅳ）atha khalu tathagatas tasyam
・
velayam

・
tes
・
am
・
trapus

・
abhallikanam

・
van

・
ijanam

 
imam

・
sam

・
hars

・
an
・
am akars

・
ıt/

⑴ disam
・
svastikaram

・
divyam

・
man・galyam

・
carthasadhakam

・
/

artha vah
・
sa(V.sa)satam

・
sarve bhavatvasu pradaks

・
in
・
a//

⑵ srır vo’stu daks
・
in
・
e haste srır vo vame pratis

・
t
・
hita/

srır vo’stu sarvasan
・
ges

・
u maleva sirasi sthita//

⑶ dhanais
・
in
・
am
・
prayatanam

・
van

・
ijam

・
vai diso dasah

・
/

utpadyantam
・
mahalabhas te ca santu sukhodayah

・
//

［East］

⑴ karyen
・
a kenacid yena gacchatha purvikam

・
disam

・
/

naks
・
atran

・
i vah

・
palentu ye tasyam

・
disi sam

・
sthita//

⑵ kr
・
ttika rohin

・
ıcaiva mr

・
gasirardra punarvasuh

・
/

pus
・
yas caiva tathasles

・
a ity es

・
am
・
purvikadisam

・
//

⑶ 【388】ity ete sapta naks
・
atra lokapala yasasvinah

・
/

adhis
・
t
・
hita purvabhage deva raks

・
antu sarvatah

・
//

⑷ tes
・
am
・
cadhipatıraja dhr

・
taras

・
t
・
reti visrutah

・
/

sa sarvagandharvapatih
・
suryen

・
a saha raks

・
atu//

⑸ putra pi tasya bahava ekanama vicaks
・
an
・
ah
・
/

asıtir dasa caikas ca indranamamahabalah
・
//

⑹ te pi ca adhipalentu arogyena sivena ca/

purvasmin vai diso bhage as
・
t
・
au devakumarikah

・
//

⑺ jayantıvijayantıca siddhartha aparajita/

nandottara nandisena nandinınandavardhanı//

⑻ ta pi va adhipalentu arogyena sivena ca/

purvasmin vai diso bhage capalam
・
nama cetiyam

・
//

⑼ avustam
・
jinebhi jnatam arhantebhi ca tayibhih

・
/

te pi va adhipalentu arogyena sivena ca//

⑽ ks
・
emas ca vo disah

・
santu ma ca vah

・
papam agamat/

labdharthas ca nivartadhvam
・
sarvadevebhi raks

・
itah

・
//

［South］

⑴ yena kenacit kr
・
tyena gacchetha daks

・
in
・
am
・
disam

・
/

naks
・
atran

・
i vah

・
palentu ye tam

・
disam adhis

・
t
・
hita//

⑵ magha ca dvau ca phalgun
・
yau hasta citra ca pancamı/

svatis caiva visakha ca etes
・
am
・
daks

・
in
・
a disah

・
//

⑶ ity ete sapta naks
・
atra lokapala yasasvinah

・
/

adis
・
t
・
a daks

・
in
・
e bhage te vo raks

・
antu sarvatah

・
//

⑷ 【389】tes
・
am
・
cadhipatıraja virud

・
haka iti smr

・
tah

・
/
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sarvakumbhan
・
d
・
adhipatir yamena saha raks

・
atu//

⑸ putra pi tasya bahava ekanama vicaks
・
an
・
ah
・
/

asıtir dasa caikas ca indranamamahabalah
・
//

⑹ te pi va adhipalentu arogyena sivena ca/

daks
・
in
・
esmin diso bhage as

・
t
・
au devakumarikah

・
//

⑺ sriyamatıyasamatıyasaprapta yasodhara/

suutthita suprathama suprabuddha sukhavaha//

⑻ ta pi va adhipalentu arogyena sivena ca/

daks
・
in
・
esmin diso bhage padmanamena cetikam

・
//

⑼ nityam
・
jvalitatejena divyam

・
sarvaprakasitam

・
/

te pi va adhipalentu arogyena sivena ca//

⑽ ks
・
emas ca vo disah

・
santu ma ca vah

・
papam agamat/

labdharthas ca nivartadhvam
・
sarvadevebhi raks

・
itah

・
//

［West］

⑴ yena kenacit kr
・
tyena gacchetha pascimam

・
disam

・
/

naks
・
atran

・
i vah

・
palentu ye tam

・
disam adhis

・
t
・
hita//

⑵ anuradha ca jyes
・
t
・
h
・
a ca mula ca dr

・
d
・
havıryata/

dvav as
・
ad
・
he abhijic ca sravan

・
o bhavati saptamah

・
//

⑶ ity ete sapta naks
・
atra lokapala yasasvinah

・
/

adis
・
t
・
a pascime bhage te vo raks

・
antu sarvada//

⑷ tes
・
am
・
cadhipatıraja virupaks

・
eti tam

・
viduh

・
/

sa sarvanagadhipatir varun
・
ena saha raks

・
atu//

⑸ 【390】putra pi tasya bahava ekanama vicaks
・
an
・
ah
・
/

asıtir dasa caikas ca indranamamahabalah
・
//

⑹ te pi va adhipalentu arogyena sivena ca/

pascimesmin diso bhage as
・
t
・
au devakumarikah

・
//

⑺ alambusamisrakesıpun
・
d
・
arıka tatharun

・
a/

ekadasa navamika sıta kr
・
s
・
n
・
a ca draupadı//

⑻ ta pi va adhipalentu arogyena sivena ca/

pascimesmin diso bhage as
・
t
・
am
・
go nama parvatah

・
//

⑼ pratis
・
t
・
ha candrasuryan

・
am
・
as
・
t
・
am artham

・
dadatu vah

・
/

so’pi va adhipaletu arogyena sivena ca//

⑽ ks
・
emas ca vo disah

・
santu ma ca vah

・
papam agamat/

labdharthas ca nivartadhvam
・
sarvadevebhi raks

・
itah

・
//

［North］

⑴ yena kenacit kr
・
tyena gacchetha uttaram

・
disam

・
/

naks
・
atran

・
i vah

・
palentu ye tam

・
disam

・
adhis

・
t
・
hita//
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⑵ dhanis
・
t
・
ha satabhis

・
a caiva dve ca purvottarapare/

revatıasvinıcaiva bharan
・
ıbhavati saptamı//

⑶ ity ete sapta naks
・
atra lokapala yasasvinah

・
/

adis
・
t
・
a uttare bhage te vo raks

・
antu sarvada//

⑷ tes
・
am
・
cadhipatıraja kuvero naravahanah

・
/

sarvayaks
・
an
・
am adhipatir man

・
ibhadren

・
a saha raks

・
atu//

⑸ putra pi tasya bahava ekanama vicaks
・
an
・
ah
・
/

asıtir dasa caikas ca indranamamahabalah
・
//

⑹ 【391】te pi va adhipalentu arogyena sivena ca/

uttaresmin diso bhage as
・
t
・
au devakumarikah

・
//

⑺ iladevısuradevıpr
・
thvıpadmavatıtatha/

upasthitamaharaja asa sraddha hirısirı//

⑻ ta pi va adhipalentu arogyena sivena ca/

uttaresmin diso bhage parvato gandhamadanah
・
//

⑼ avaso yaks
・
abhutanam

・
citrakut

・
ah
・
sudarsanah

・
/

te pi va adhipalentu arogyena sivena ca//

⑽ ks
・
emas ca vo disah

・
santu ma ca vah

・
papam agamat/

labdharthas ca nivartadhvam
・
sarvadevebhi raks

・
itah

・
//

［Recapitulation］

⑴ as
・
t
・
avim

・
sati naks

・
atra sapta sapta caturdisam

・
/

dvatrim
・
sad devakanyas ca as

・
t
・
av as

・
t
・
au caturdisam

・
//

⑵ as
・
t
・
au sraman

・
a（cas

・
t
・
au）brahman

・
a（as

・
t
・
au）janapades

・
u naigamah

・
/

as
・
t
・
au devah

・
saindrakas te vo raks

・
antu sarvatah

・
////

⑶ svasti vo gacchatam
・
bhotu svasti bhotu nivartatam

・
/

svasti pasyata vai jnatim
・
svasti pasyantu jnatayah

・
//

⑷ sendra yaks
・
amaharaja arhantam anukampitah

・
/

sarvatra svasti gacchadhvam
・
prapsyadhvam amr

・
tam

・
sivam

・
//o//

(Ⅵ）⑴ sam
・
raks

・
ita brahman

・
a vasavena vimukticittais ca anasravais ca/

nagais ca yaks
・
ais ca sadanukampitah

・
paletha ayuh

・
saradam

・
satam

・
samam

・
//

⑵ pradaks
・
in
・
am
・
daks

・
in
・
alokanathah

・
tes
・
am
・
disais

・
a’pratimo vinayakah

・
/

anena yuyam
・
kusalena karman

・
amadhusam

・
bhava nama jina bhavis

・
yatha//

⑶ 【392】prathamad idam
・
lokavinayakasya asan・gato vyakaran

・
am
・
jinasya/

pascad ananta bahubodhisattva ye vyakr
・
ta bodhayi no vivartyah

・
//

(Ⅲ）⑴ srutva imam
・
vyakaran

・
am
・
jinasya udagracitta paramaya prıtya tau bhratarau

 
sardham

・
sahayakais taih

・
buddham

・
ca dharmam

・
saran

・
am
・
prasannah

・
//iti//

//iti srılalitavistare trapus
・
abhallikaparivarto nama caturvim

・
satitamo’dhyayah

・
//
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◆ Lalitavistara（The Tibetan Tripitaka［Derge Ed.］,Taipei Edition,Vol.X,pp.149

-151［363,line 6－ 373,line 7］) ※ローマ字転写はワイリー方式による。

(Ⅰ）【363,line 6】 zhag bdun pa bdun pa’i tshe ni de bzhin gshegs pa shing sgrol rgyu’i
 

drung du bzhugs so/de’i tshe byang phyogs pa’i tshong ba ga gon dang bzang po zhes bya
 

ba mkhas pa gsal ba spun gnyis rnyed pa chen po rnyed nas/zong rnam pa mang po thogs
 

te/’gron pa phal po che dang/shing rta shin tu gang ba lnga brgya dang lhan cig tu lho
 

phyogs nas byang phyogs su dong ngo/de gnyis la glang bu cang shes legs skyes dang grags
 

pa zhes bya ba gnyis yod do/de gnyis la thogs pa’i’jigs pa med de gang du glang bu gzhan
 

mi thar ba der de gnyis gtong ngo/gang du mdun rol na’jigs pa yod【364】pa der de gnyis
 

phur pa la btags pa bzhin du’dug go/de gnyis la lcag gis mi’ju’i me tog ud pal spar gang
 

ngam/sna ma’i me tog gi phreng bas de gnyis ded do//shing sgrol rgyu dang nye ba zhig
 

tu shing ’o ma can gyi nags na gnas pa’i lha mos byin gyi rlabs kyis byin gyis brlabs pas/

de dag gi shing rta de dag thams cad mi’gro ste/’breng ba la sogs pa shing rta’i cha rkyen
 

thams cad kyang chad grugs so//shing rta’i’phang lo rnams kyang lte ba la thug par sa’i
 

nang du nub ste/thams cad kyis rab tu bsgrims kyang shing rta de dag ’gro bar ma gyur
 

nas/kha cig ngo mtshar dang skrag par gyur te/shing rta’di dag thang la yang thogs par
 

gyur ba’di la rgyu ni ci zhig yod/’di’i’gyur ba ni ci zhig yin snyam nas/de dag gis glang
 

bu legs skyes dang grags pa de gnyis’dren du bcug ste/me tog ud pal spar gang dang/sna
 

ma’i me tog gi phreng bas bdas kyang ’gro bar ma gyur nas de dag ’di snyam du sems te/

gang gi phyir’di gnyis kyang mi’gro ba las mdun na’jigs pa’ga’zhig ’byung du gdon mi
 

za’o snyam nas/de dag gis sa’khru ba rta pa dag sngar btang ngo/sa’khru ba rta pa rnams
 

slar log nas’jigs pa ci yang med ces smras so/lha mo des kyang rang gi gzugs bstan nas
 

ma’jigs shig ces dbugs phyung ngo/glang bu de gnyis kyis de bshin gshegs pa ga la ba de
 

logs su shing rta drangs pa dang/de dag gis de bshin gshegs pa me ltar rab tu’bar ba skyes
 

bu chen po’i mtshan sum cu rtsa gnyis kyi mtshan gyis legs par brgyan pa/nyi ma shar nas
 

ring po ram lo na pa lta bu dpal gyis’bar ba mthong ngo/mthong nas kyang de dag ngo
 

mtshar du gyur te/’di ni ci zhig tshangs pa’dir phyin tam/’on te lha’i dbang po brgya byin
 

nam/’on te rnam thos kyi bu’am/’on te nyi ma dang zla ba’am/’on te ri’i lha’ga’zhig gam/

rlung gi lha’ga’zhig snyem mo/de nas de bzhin gshegs pas na bza’ngur smrig rnams bstan
 

to/de nas de dag gis ngur smrig bgos pa’di ni rab tu byung ba yin gyis bdag cag ’jigs pa
 

med do zhes smras te//de dag【365】dad pa thob nas yang phan tshun du smras pa/rab tu
 

byung ba’di ni dus su za ba yin na/cung zad ci yod/smras pa/sbrang rtsi dang/skyo ma
 

dang/bu ram shing bshus pa yod do//de dag gis sbrang rtsi dang/skyo ma dang/bu ram
 

shing bshus pa kyher nas/de bzhin gshegs pa ga la ba der dong ste phyin pa dang/de bzhin
 

gshegs pa’i zhabs la mgo pos phyag ’tshal te/lan gsum bskor ba byas nas phyogs gcig tu

’khod do//phyogs gcig tu’khod nas kyang de dag gis de bzhin gshegs pa la’di skad ces gsol
 

to/bcom ldan’das bdag cag la thugs brtse bar dgongs te spyan gzigs’di bzhes su gsol/
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(Ⅱ）dge slong dag de nas de bzhin gshegs pa’di snyam du dgongs te/bdag gis lag pas’di
 

blangs na ni ma legs na sngon gyi yang dag par rdzogs pa’i sangs rgyas rnams kyis snod
 

ji lta bus bzhes snyam nas mkhyen pa ’jug par gyur to//dge slong dag de ltar de bzhin
 

gshegs pa’i skabs kyi dus la bab par rig nas skad cig de nyid la phyogs bzhi nas rgyal po
 

chen po bzhi gser gyi lhung bzed bzhi thogs te/lhags nas de bzhin gshegs pa la bcom ldan

’das bdag cag la thugs brtse bar dgongs te/gser gyi lhung bzed bzhi po’di dag bzhes su gsol
 

zhes phul lo//de dag dge sbyong gi cha ma yin par dgongs nas/de bzhin gshegs pas ma
 

bzhes so/de bzhin du dngul gyi bzhi dang/baidurya’i dang/shel dang/spug dang/rdo’i
 

snying po las byas pa bzhi bzhi dang/rin po che thams cad las byas pa’i lhung bzed bzhi
 

thogs te/de bzhin gshegs pa la phul na yang dge sbyong gi cha ma yin par dgongs te/de
 

bzhin gshegs pas ma bzhes so//dge slong dag de nas de bzhin gshegs pas yang ’di snyam
 

du dgongs te/sngon gyi de bzhin gshegs pa rnams kyis lhung bzed rnam pa ci’dra ba dag
 

gis bzhes snyam dgongs na/rdo’i lhung bzed rnams kyis bzhes par mkhyen nas/de bzhin
 

gshegs pas de lta bu’i thugs bskyed pa dang/de nas rgyal po chen po rnam thos kyi bus
 

rgyal po chen po gzhan gsum la【366】smras pa/grogs po dag sngon po’i ris kyi lha’i bu
 

rnams kyis bdag la rdo’i lhung bzed bzhi byin pa dang/de la bdag gis’di snyam du bsams
 

te/’di spyad par bya’o snyam pa dang/de nas sngon po’i ris kyi lha’i bu rnam par snang
 

byed ces bya ba des bdag la’di skad ces smras so/kye snod’di dag spyad par ma bya bar//

’di dag chongs shig mchod rten grags par ’gyur//sh’a kya thub ces bya ba’i rgyal ba

’byung//de la lhung bzed’di dag dbul ba gyis//grogs po dag gis sh’a kya thub pa la//snod
 

dbul ba yi dus dang tshod la bab//glu dbyangs dag dang sil snyan sgra phyung ste//mchod
 

pa byas nas lhung bzed dbul bar bya//snod de chos kyi rang bzhin mi shigs pa/snod’di rdo
 

ba’i ran bzhin bzhes su rung//gzhan gyis blang bar bzod pa ma yin gyis//da ni bdag cag
 

de dag len du’dong//de nas rgyal po chen po bzhis rang gi gnyen dang’khor du bcas te me
 

tog dang//bdug pa dang/spos dang/phreng pa dang/byug pa dang/sil snyan dang/pheg
 

rdob pa dang/glu dbyangs len cing rang rang gi lag tu lhung bzed de dag thogs nas/de bzhin
 

gshegs pa ga la ba der song ste phyin nas/de bzhin gshegs pa la mchod pa byas te/lhung
 

bzed de dag lha’i me tog gis bkang nas de bzhin gshegs pa la phul lo//dge slong dag de nas
 

de bzhin gshegs pa’di snyam du dgongs te/rgyal po chen po dad pa dang ldan pa bzhi po

’di dag gis bdag la rdo’i lhung bzed bzhi phul na/bdag la ni bzhir mi rung la/ji ste gcig gi
 

blangs na ni gsum yang mi dga’bar’gyur na/bdag gis lhung bzed bzhi po’di dag blangs te
 

lhung bzed gcig tu byin gyis brlab bo snyam mo/dge slong dag de nas de bzhin gshegs pas
 

phyag gyas pa brkyang ste/

rgyal po chen po rnam thos kyi bu la tshigs su bcad pas bka’stsal pa/

bde bar gshegs la lhung bzed phul cig dang/

/khyod ni theg pa mchog gi snod du’gyur/

/nga’dra dag la lhung bzed phul ba ni/
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/dran dang blo gros nams kyang nyams mi’gyur/

/dge slong dag de nas de bzhin gshegs pas【367】thugs brtse bar dgongs te/rgyal po chen
 

po rnam thos kyi bu las lhung bzed bzhes so/

/bzhes nas kyang rgyal po chen po yul’khor srung la tshigs su bcad pas bka’stsal pa/

gang zhig de bzhin gshegs la lhung bzed phul/

/nams kyang dran dang shes rab nyams mi’gyur/

/bsil dngos go’phang sangs rgyas thob par du/

/bde bas bde bar dus rnams zad par byed/

/dge slong dag de nas de bzhin gshegs pas thugs brtse bar dgongs te/rgyal po chen po yul

’khor srung las lhung bzed bzhes so/

/bzhes nas kyang rgyal po chen po’phags skyes po la tshigs su bcad pas bka’stsal pa/

rnam par dag sems de bzhin gshegs pa la/

/khyod kyis yongs dag lhung bzed phul cig dang/

/khyod kyis sems ni myur du dag par’gyur/

/lha mi’jig rten dag na bsngags par’os/

/dge slong dag de nas de bzhin gshegs pas thugs brtse bar dgongs te/rgyal po chen po

’phags skyes po las lhung bzed bzhes so//

bzhes nas kyang rgyal po chen po mig mi bzang la tshigs su bcad pas bka’stsal pa/

skyon med sems dang dad pas skyon med snod/

/de bzhin gshegs pa tshul khrims skyon med cing/

/tshul skyon med la rab tu phul cig dang/

/khyod kyi sbyin pa bsod nams skyon med’gyur/

/dge slong dag de nas de bzhin gshegs pas thugs brtse bar dgongs te/rgyal po chen po mig
 

mi bzang las lhung bzed bzhes so//bzhes nas kyang mos pa’i stobs kyi lhung bzed gcig tu
 

byin gyis brlabs te/de’i tshe ched du brjod pa’di ched du brjod do/nga yis sngon gyi srid
 

par snod kyi rnams/bzang byas’bras bus rab tu bkang ste byin/de nas lhung bzed dbyibs
 

legs bzhi po’di//rdzu’phrul chen po’i lha bzhi rnams kyis byin//

(Ⅱ a）de la’di skad ces bya ste//

⑴ /brtan pa dam pa’i don de dgongs pa de/

/zhag bdun byang chub shing mchog gzigs nas ni/

/seng ge’i stabs’dra mi yi seng ge de/

/sa ni rnam pa drug tu bskyod nas bzhengs/

⑵ /glang po’i dbang ltar kun tu dal gyis【368】gshegs/

/rim gyis sgrol rgyu’i shing gi drung byon nas/

/lhun po lta bur gyo ba mi mnga’bzhugs/

/thub pa bsam gtan ting nge’dzin rnams dgongs/

⑶ /de yi tshe na ga gon bzang po spun/
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/gnyis dang tshong pa’i tshogs dang shing rta ni/

/nor gyis gang ba dag dang lhan cig tu/

/s’a la’i me tog nags tshal rgyas par zhugs/

⑷ /drang srong chen po’i gzi yis skad cig tu/

/srog shing thug par’phang lo sa nang nub/

/de dag de’dra ba yi gnas mthong nas/

/tshong ba’i tshogs ni’jigs pa chen po skyes/

⑸ /de dag ral gri mda’dang mdung thung thogs/

/nags na ri dgas bzhin du su zhes tshol/

/sprin med’od zer stong ldan’dra ba’i rgyal/

/zhal ras ston gyi zla ba’dra ba mthong/

⑹ /khro ba spangs shing rgyags pa bsal nas su/

/mgo bos phyag ’tshal’di ni su zhes dpyod/

/mkha’las lha yis’di skad tshig smras te/

/’di ni sangs rgyas’jig rten phan don mdzad/

⑺ /nyin bdun mtshan bdun bza’dang btung ba dag/

/thugs rje’i bdag nyid’di ni ma gsol to/

/gal te bdag gi nyon mongs zhi’dod na/

/sku dang thugs bsgoms’di la bshos gsol cig/

⑻ /de dag gis ni sgra snyan de thos nas/

/rgyal la phyag ’tshal bskor ba byas nas ni/

/dga’nas de dag grogs dang lhan cig tu/

/rgyal ba bshos gsol bar ni gros bcad do/

(Ⅱ b）dge slong dag de’i tshe tshong pa ga gon dang bzang po gnyis kyi ba’i khyu mtha’

’khob kyi’or zhig na gnas so//de nas de’i tshe ba de dag bzhos nas mar gyi snying khu
 

byung bar gyur to//de nas ba lang rdzi de dag gis mar gyi snying khu de khyer nas//tshong
 

pa ga gon dang bzang po ga la ba der song ste phyin nas/de dag gis tshul smos te/btsun
 

pa dag mkhyen par mdzad du gsol/khyed kyi ba thams cad ni bzhos na/mar gyi snying khu
 

byung na’di ci dge ba zhig lags sam/’on te ma lags/de na bram ze zas la brkam pa’i rang
 

bzhin can dag ’di skad ces’di ni dge ba ma yin te/bram ze rnams la mchod sbyin chen po
 

bya dgos so zhes’dzer to//dge slong dag de’i tshe tshong pa ga【369】gon dang bzang po
 

dag gi tshe rabs snga ma’i snag gi gnyen mtshams bram ze rma bya zhes bya ba tshangs
 

pa’i’jig rten du skyes par gyur ba des bram ze’i gzugs su sprul nas/tshong pa de dag la
 

tshigs su bcad de smras pa/

⑴ /khyod kyis sngon ni smon btab pa/

/byang chub brnyes nas de bzhin gshegs/

/bdag cag rnams kyi bshos gsol te/
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/chos kyi’khor lo bskor bar shog/

⑵ /smon lam de ni rdzogs zin gyis/

/byang chub brnyes pa de bzhin gshegs/

/de la zhal zas phul cig dang/

/gsol nas’khor lo bskor bar’gyur/

⑶ /khyed kyi ba mar snying khu byung/

/shin tu bkra shis skar ma bzang/

/drang srong chen po de yi ni/

/bsod nams las kyi mthu’di’o/

⑷ /de ltar tshong pa bskul nas ni/

/rma bya rang gi gnas su song/

/ga gon zhes ni bya la sogs/

/thams cad yid ni mgu bar gyur/

⑸ /ba stong ’o ma ji snyed yod pa dag/

/de kun ma lus par ni bsdus nas su/

/de yi steng nas pris ma bzham byas te/

/de dag rab tu gus par zhal zas sbyor/

⑹ /rin chen gzhong pa tshim byed ces bya ba/

/srang gcig la yang ’bum phrag gcig ri ba/

/gtsang mar rab bkrus dri ma med byas nas/

/zhal zas kyis ni kha da chad du bkang/

⑺ /sbrang rtsi dang ni rin chen gzhong thogs te/

/sgrol rgyu’i shing gi drung song ston pa la/

/btsun pa bzhes te bdag cag sman yang thogs/

/zhal zas gya nom pa’di mnabs su gsol/

(Ⅱｃ）⑻ /spun gnyis po la thugs brtse mdzad pa dang/

/byang chub zhugs pa’i sngon gyi bsam mkhyen nas/

/ston pa bzhes pa mdzad de zhal zas gsol/

/gsol nas gzhong pa nam mkha’i dkyil du bor/

⑼ /lha yi bu pho rab tshangs zhes bya ba/

/de yis rin chen gzhong pa mchog de blangs/

/des de da dung tshangs pa’i’jig rten na/

/lha gzhan grogs dang lhan cig mchod pa byed/

(Ⅳ）de nas de’i tshe de bzhin gshegs pas tshong pa ga gon dang bzang po de dag la ’di
 

dag gis rab tu dga’bar mdzad do//

⑴ /lha yi bkra shis don sgrub cing/

/phyogs rnams bkra shis byed pa des/
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/khyed kyi don rnams grub gyur cig/

/【370】thams cad myur du’thun par shog/

⑵ /phreng ba mgo la’dug pa ltar/

/lag pa gyas na dpal yod shog/

/gyon na’ang dpal ni gnas gyur cig/

/yan lag kun na’ang dpal yod shog/

⑶ /tshong pa dag ni nor tshol zhing/

/phyogs bcu dag tu’gro ba rnams/

/rnyed pa chen po rnyed gyur cing/

/de dag bde ba skyed par shog/

［East］

⑴ /dgos pa la la gang gi phyir/

/shar phyogs su ni’gro ba na/

/gang dag phyogs der gnas pa yi/

/rgyu skar khyed la skyong gyur cig/

⑵ /smin drug dang ni smar ma dang/

/mgo dang lag dang nab so dang/

/rgyal dang skag ces bya ba ste/

/de dag rnams ni shar phyogs pa/

⑶ /rgyu skar bdun bo de dag ni/

/’jig rten skyong ba grags ldan pa/

/shar phyogs logs na yod ces bstan/

/de dag khyed la kun tu srungs/

⑷ /de dag bdag po rgyal po ni/

/yul’khor srung zhes grags pa ste/

/de ni dri za kun gyi bdag/

/nyi ma lhan cig srung bar shog/

⑸ /de la bu ni mang yod la/

/mkhas shing ming yang ’thun pa ste/

/dgu bcu rtsa gcig zad par yang/

/dbang bo zhes bya stobs po che/

⑹ /de rnams khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong gyur cig/

/shar phyogs logs kyi phyogs cha na/

/lha mo gzhon nu brgyad yod de//

⑺ /rgyal dang rnam par rgyal ma dang/

/don grub ma dang mi’pham dang/
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/dga’mchog ma dang dga’sde dang/

/dga’can ma dang dga’’phel ma/

⑻ /de dag khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong bar shog/

/shar phyogs logs kyi phyogs cha na/

/gzhi’dzin zhes bya’i mchod rten yod/

⑼ /rgyal ba skyob pa dgra bcom pa/

/de rnams kyis ni bzhugs shing mkhyen/

/de yang khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong gyur cig/

⑽ /phyogs na khyed cag bde bar shog/

/khyed cag sdig par ma gyur cig/

/lha rnams kun gyis rab bsrungs nas/

/nor rnams rnyed de ldog par shog/

［South］

⑴ /dgos pa la la gang gi phyir/

/lho phyogs su ni’gro ba na/

/gang dag phyogs der gnas pa yi/

/rgyu skar khyed la skyong gyur cig/

⑵ /mchu dang gre dang dbo dang ni/

/me bzhi nag pa lnga pa【371】yin/

/sa ri dang ni sa ga ste/

/de dag rnams ni lho phyogs pa/

⑶ /rgyu skar bdun po de dag ni/

/’jig rten skyong ba grags ldan pa/

/lho phyogs logs na yod ces bstan/

/de dag khyed la kun tu srungs/

⑷ /de dag bdag po rgyal po ni/

/’phags skyes po zhes bya bar brjod/

/de ni grul bum kun gyi bdag/

/gshin rje lhan cig srung bar shog/

⑸ /de la bu ni mang yod la/

/mkhas shing ming yang ’thun pa ste/

/dgu bcu rtsa gcig zad par yang/

/dbang po zhes bya stobs po che/

⑹ /de rnams khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong gyur cig/
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/lho phyogs logs kyi phyogs cha na/

/lha mo gzhon nu brgyad yod de/

⑺ /dpal ldan ma dang grags ldan ma/

/grags pa’thob dang grags’dzin dang/

/legs par langs dang rab snga dang/

/legs par sad dang bde sgrub ma/

⑻ /de dag khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong bar shog/

/lho phyogs logs kyi phyogs cha na/

/pad ma zhes bya’i mchod rten yod/

⑼ /rtag tu gzi brjid kyis kyang ’bar/

/rtag tu thams cad gsal byed pa/

/de yang khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong gyur cig/

⑽ /phyogs na khyed cag bde bar shog/

/khyed cag sdig par ma gyur cig/

/lha rnams kun gyis rab bsrungs nas/

/nor rnams rnyed de ldog par shog/

［West］

⑴ /dgos pa la la gang gi phyir/

/nub phyogs su ni’gro ba na/

/gang dag phyogs der gnas pa yi/

/rgyu skar khyed la skyong gyur cig/

⑵ /lha mtshams dang ni snron dang yang/

/brtson’grus brtan ldan snrums dang ni/

/chu stod chu smad byi bzhin dang/

/gro bzhin de ni bdun pa yin/

/de dag rnams ni nub phyogs pa/＊この行（「以上が西方の星宿たち」）は剰句。

⑶ /rgyu skar bdun po de dag ni/

/’jig rten skyong ba grags ldan pa/

/nub phyogs logs na yod ces bstan/

/de dag khyed la kun tu srungs/

⑷ /de dag bdag po rgyal po ni/

/mig mi bzang zhes bya bar shes/

/de ni klu rnams kun gyi bdag/

/chu lha lhan cig srung bar shog/

⑸ /de la bu ni mang yod la/
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/mkhas shing ming yang ’thun pa ste/

/【372】dgu bcu rtsa gcig zad par yang/

/dbang bo zhes bya stobs po che/

⑹ /de dag khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong gyur cig/

/nub phyogs logs kyi phyogs cha na/

/lha mo gzhon nu brgyad yod de/

⑺ /rna cha skra’dres ma dang ni/

/pad ma dkar dang skya reng dang/

/cha med gcig dang dgu ba dang/

/rol dang gnag dang stabs myur srid/

⑻ /de dag khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong bar shog/

/nub phyogs logs kyi phyogs cha na/

/nub ces bya ba’i ri bo yod/

⑼ /nyi ma zla ba rnams kyang gnas/

/nub pa’ang khyed la nor sbyin gyur/

/de yang khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong gyur cig/

⑽ /phyogs na khyed cag bde bar shog/

/khyed cag sdig par ma gyur cig/

/lha rnams kun gyis rab bsrungs nas/

/nor rnams rnyed de ldog par shog/

［North］

⑴ /dgos pa la la gang gi phyir/

/byang phyogs su ni’gro ba na/

/gang dag phyogs der gnas pa yi/

/rgyu skar khyed la skyong gyur cig/

⑵ /mon gru dang ni mon gre dang/

/khrums stod dang yang khrums smad dang/

/nam gru dang ni tha skar dang/

/bra nye ste ni bdun pa yin/

⑶ /rgyu skar bdun po de dag ni/

/’jig rten skyong ba grags ldan pa/

/byang phyogs logs na yod ces bstan/

/de dag khyed la kun tu srungs/

⑷ /de dag bdag po rgyal po ni/
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/mi la zhon pa lus ngan po/

/gnod sbyin kun gyi bdag po ste/

/nor bzangs lhan cig srung bar shog/

⑸ /de la bu ni mang yod la/

/mkhas shing ming yang ’thun pa ste/

/dgu bcu rtsa gcig zad par yang/

/dbang bo zhes bya stobs po che/

⑹ /de dag khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong gyur cig/

/byang phyogs logs kyi phyogs cha na/

/lha mo gzhon nu brgyad yod de/

⑺ /rab chags lha mo stong lha mo/

/sa dang de bzhin pad ma can/

/rgyal po che la nyer gnas dang/

/re dang khrel yod dpal ldan ma/

⑻ /de dag khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong bar shog/

/byang phyogs logs kyi phyogs cha na/

/spos dang ldang ba’i ri bo yod/

⑼ /gnod sbyin【373】’byung po rnams kyi gnas/

/rtse mo sna tshogs blta na sdug/

/de yang khyed la nad med cing/

/shis par lhag par skyong gyur cig/

⑽ /phyogs na khyed cag bde bar shog/

/khyed cag sdig par ma gyur cig/

/lha rnams kun gyis rab bsrungs nas/

/nor rnams rnyed de ldog par shog/

［Recapitulation］

⑴ rgyu skar nyi shu rtsa brgyad po/

/phyogs bzhi dag na bdun bdun gnas/

/lha yi bu mo sum cu gnyis/

/phyogs bzhi dag na brgyad brgyad gnas/

⑵ /dge sbyong brgyad dang bram ze brgyad/

/yul rnams na ni grong rngal brgyad/

/dbang por bcas pa’i lha brgyad rnams/

/de dag khyed la kun tu srungs/

⑶ /khyed cag ’gro na’ang bkra shis gyur/
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/ldog pa na yang bkra shis shog/

/gnyen la lta ba bkra shis gyur/

/gnyen gyis blta ba’ang bkra shis shog/

⑷ /dbang bcas gnod sbyin rgya chen dang/

/dgra bcom pa dag snying brtse bas/

/thams cad du ni bkra shis dang/

/bdud rtsi shis pa thob par shog/

(Ⅵ）⑴ /tshangs pa dang ni de bzhin nor rgyas dang/

/zag pa med pa rnam par grol rnams dang/

/klu dang gnod sbyin rtag tu snying brtses bsrung/

/ston brgyar mtshungs par tshe ni skyong bar shog/

⑵ /rnam’dren zla med’jig rten mgon po yis/

/de dag ’thun par sbyin pa’i bsngags pa gsungs/

/khyed rnams kyi ni dge ba’i las’di yis/

/sbrang rtsi’byung zhes bya ba’i rgyal bar’gyur/

⑶ /’jig rten rnam par’dren pa rgyal ba yis/

/lung bstan chags med’di ni dang po yin/

/phyin chad byang chub sems dpa’mtha’yas mang/

/gang dag lung bstan de dag phyir mi ldog/

(Ⅲ）⑴ /rgyal bas lung bstan pa ni’di thos nas/

/sems ni mgu zhing mchog tu dga’gyur te/

/de dag spun dang grogs dang lhan cig tu/

/de dag sangs rgyas chos la skyabs su dong/

/ga gon dang bzang po’i le’u zhes bya ba ste/nyi shu rtsa bzhi pa’o//

◆ 方広大荘厳経（大正蔵３，601c-602c）唐地婆訶羅訳，AD.683

(Ⅰ)仏告諸比丘。時北天竺国兄弟二人為衆商之主。一名帝履富娑。一名婆履。知慧明達極閑世

法。其性調柔善能将導。興販貿易息利尤多。以五百乗車載珍宝還帰本国。是諸商侶有二調牛。

一名善生。一号名称。巧識前路能知安危。示以優鉢羅花。不労杖 。余牛不濟方乃用之。行至

乳林。路甚平正牛足拒地輪 摧折。是時五百乗車躓於路傍。二牛為導亦不得進。加諸杖 亦不

能前。時諸商人心懐恐懼。共相謂言。二牛不行前途必有可怖之事。即遣馬騎執持器杖前路而巡。

彼使還已白商王言。我行前路無諸険難。何為二牛亦不能前。時護林神忽現其形語商人言。汝諸

商人勿懐恐懼。汝於長夜流転生死今得大利。所以者何。有仏世尊出現於世。初成正覚住此林中。

不食已来四十九日。汝等応将種種飲食。而以上之。時二調牛便向仏行。而諸商人随牛而往。行

路不遠遙 如来三十二相八十種好。身光赫然如日初出。既見仏已咸生希有恭敬之心。皆作是言。

此為梵王。為是帝釈。為是四天王。為是日月天。為是山神。為是河神。世尊爾時微挙袈裟示彼

商人。商人見已即知如来是出家人。心生歓喜。各相謂言。出家之法非時不食。宜応 諸美味
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蜜甘蔗乳糜之属及時奉施。諸商人等営 種種飲食美味。至如来前右遶三匝却住一面。作如是言。

世尊。哀愍我故受是微供。

(Ⅱ)仏告諸此丘。如来爾時将欲受彼商人之食。作是思惟。過去諸仏皆悉持鉢。我今当以何器而

受斯食。作是念已。時四天王各持金鉢奉上如来。作如是言。惟願世尊用我此鉢受商人食。憐愍

我故令於長夜獲大安楽。爾時世尊告四天王言。出家之法不合受汝如是金鉢。乃至展轉奉七宝鉢。

皆悉不受。

是時北方毘沙門天王告余天王言。我念昔者有青身天。将四石鉢来与我等。復有一天。

名曰遍光。来白我言。慎勿用此石鉢。宜応供養而作塔想。何以故。未来有仏出興於世。名釈迦

牟尼。当以此鉢奉上彼仏。爾時毘沙門天王語余天王言。欲施石鉢今正是時。

四天王各還自宮。与諸眷属持彼石鉢。盛満天花以香塗之。奏諸天楽供養石鉢。来詣仏所。各

各以鉢奉上如来。而白仏言。世尊。惟願如来哀受我等所献石鉢受商人食。令我長夜獲大安楽得

成法器。憐愍我故。

爾時世尊作是念言。四大天王以浄信心而施我鉢。然我不合受持四鉢。若惟受一不受余三。而

彼三王必生嫌恨。是故我今総受四王所献之鉢。

爾時世尊受北方毘沙門天王鉢。而説 言

汝奉善逝鉢 当得上乗器

我今受汝施 令汝具念恵

爾時世尊。受提頭頼 天王鉢。而説 言

以鉢施如来 念慧得増長

生生受快楽 速証仏菩提

爾時世尊。受毘婁博叉天王鉢。而説 言

我以清浄心 受汝清浄鉢

令汝得清浄 人天所供養

爾時世尊。受毘婁勒叉天王鉢。而説 言

如来戒無瑕 汝施無瑕鉢

汝心無瑕故 得報亦無瑕

爾時世尊受四天王鉢已。如是次第相重安置右手按之合成一器。四際分明。

如来爾時憶念過去。而説 言

我昔以花盛満鉢。奉施無量諸如来

是故今者四天王 施我堅牢清浄鉢

(Ⅱｂ)仏告諸比丘。時彼商衆駈大群牛循路而行。於晨朝時牧人 乳。凡所 者化為醍醐。心生

希有速将醍醐来白商主。今所 乳不知何故悉為醍醐。為是吉祥為是不祥。我今未決。商衆之中

有婆羅門。懐貪愛故云是不祥。応作大施。商主遠祖已生梵世。是時現身作婆羅門。於商衆中。

説是 言。

汝等往昔発弘誓 如来若証菩提已

我当以食奉献仏 受我食已轉法輪

今者如来成正覚 汝之所願亦満足
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世尊応受汝美食 当轉無上大法輪

汝今 乳得醍醐 由此大仙之威力

好辰善宿吉祥兆 是故一切皆吉祥

梵天演説此 已 還隠其形返天上

仏告諸此丘。時諸商人聞此 已皆大歓喜。即取醍醐選上粳米煮以為糜。和好香蜜盛以栴檀之鉢。

詣多演林奉上如来白仏言。世尊。惟願哀愍受我此食。

(Ⅱｃ)爾時世尊受商人食已。持彼栴檀之鉢擲致空中。其鉢栴檀一分價直百千珍宝。時有梵天。

名曰善梵。接栴檀鉢還於梵宮起塔供養。其塔至今諸天香花供養不絶。

(Ⅳ)爾時世尊呪願商人。而説 言。

汝等所向皆吉祥 一切財宝悉充満

吉祥遍汝左右手 総汝身形是吉祥

所求財宝自然至 以吉祥鬘為首飾

日月星宿諸天等 帝釈四王皆擁護

所去之處既吉祥 廻還亦復獲安楽

(Ⅵ)以此施食之功徳 当来得成無上道

名為末度三 仏 商人蒙記心歎喜

仏告諸比丘。如来最初為二商主及諸商人。而授記 。

(Ⅲ)時諸商人聞授記已得未曾有。皆悉合掌作如是言。我従今者帰依如来。

◆ 過去現在因果経（大正蔵３，643b-643c）劉宋求那跋陀羅訳，AD.444-453

(Ⅰ)即従座起。詣婆羅 国。爾時有五百商人。二人為主。一名跋陀羅斯那。二名跋陀羅梨。行

過曠野。時有天神。而語之言。有如来応供正遍知明行足善逝世間解無上士調御丈夫天人師仏世

尊。出興於世。最上福田。汝今宜応最前設供。時彼商人。聞天語已。即答之曰。善哉如告。又

問天言。世尊今者為在何許。天又報言。世尊不久当来至此。於是如来。与無量諸天。前後導従。

到多謂婆跋利村。時彼商人。既見如来威相荘厳。又見諸天前後囲繞。倍生歓喜。即以蜜 。而

奉上仏。

(Ⅱ)爾時世尊。心自思惟。過去諸仏。用鉢多羅。而以盛食。時四天王。知仏心念。各持一鉢。

来至仏所。而以奉上。於是世尊。而自念言。我今若受一王鉢者。余王必当生於恨心。即便普受

四王之鉢。累置掌上。按令成一。使四際現。

(Ⅳ)爾時世尊。即便呪願。

今所布施。欲令食者。得充気力。当令施者。

得色得力。得膽得喜。安快無病。終保年寿。

諸善鬼神。恒随守護。飯食布施。断三毒根。

将来当獲。三堅法報。聡明智慧。篤信仏法。

在在所生。正見不昧。現世之中。父母妻子。

親戚眷属。皆悉熾盛。無諸災怪。不吉祥事。

門族之中。若有命過。堕悪道者。当令以今。
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所施之福。還生人天。不起邪見。増進功徳。

常得奉近。諸仏如来。得聞妙説。見諦得証。

祈願具足。爾時世尊。呪願訖已。即便受食。

(Ⅲ)食既畢竟。 漱洗鉢。即授商人三帰。一帰依仏。二帰依法。三帰依将来僧。

(Ⅵ)授三帰竟。因与之別。

◆ 大唐西域記（大正蔵51，873a）玄 ，AD.646

(Ⅰ）（Ⅴ）（縛喝国)大城西北五十余里至提謂城。城北四十余里有波利城。城中各有一 堵波。

高余三丈。昔者如来初証仏果。起菩提樹方詣鹿園。時二長者遇被威光。随其行路之資遂献 蜜。

世尊為説人天之福。最初得聞五戒十善也。既聞法誨請所供養。如来遂授其髪爪焉。二長者将還

本国請礼敬之儀式。如来以僧伽胝。方畳布下。次欝多羅僧。次僧却崎。又覆鉢。竪錫杖。如是

次第為 堵波。二人承命各還其城。擬儀聖旨式修崇建。斯則釈迦法中。最初 堵波也。

◆ 筆者によるLV（二商人奉食の物語の部分）の和訳

(Ⅰ)(成道後の）第７週目に如来はターラーヤナ樹の根もとに住しておられた。

そのとき，北方出身のトラプシャとバッリカという名の二人の兄弟の知識あり知恵ある商人

が種々の商品を持って大量の利益をあげて南の地方から北の地方へ向かって進んでいた。五百

の車を荷で一杯にした大キャラヴァンを率いていた。

この二人にスジャータとキールティという名の育ちのよい２頭の役牛がいた。この２頭には

道草を食う心配がなかった。他の役牛が牽かないときは，かれらが車につけられた。前方に畏

怖すべきものがあるときは，かれらは杭に繫がれたかのように歩みを止めた。かれらは棒で御

されず，一にぎりの青蓮華かジャスミンの花束（damaka, garlanded,Edgerton II）で御され

るのであった。

ターラーヤナ樹の近くで，クシーリカー森に住む神の神通力によって，かれら（商人たち

の）すべての荷車が停止して動かなくなった。革ひもを始め荷車のすべての部品が切れ，壊れ

た。荷車の車輪はこしきの部分まで地中に埋まり，どんなに努力しても，荷車は動かなかった。

かれらは驚き，恐怖した。いったいこれは何が原因なのか。この変事は何なのか。こんな場

所で荷車が停止するとは。かれらはかのスジャータとキールティ役牛を繫駕した。かれら２頭

は一にぎりの青蓮華とジャスミンの花束とで御されたが，やはり動かなかった。

かれら商人は考えた。きっと前方に何か畏怖すべきものがあるに違いない。それでこの２頭

も動かないのだ，と。かれらは前方へ騎馬の使いを派遣した。騎馬の使いは戻ってきて，報告

した。何も畏怖すべきものはありません，と。

かの神が姿を現し，何も恐れることはないといって，安心させた。かの２頭の役牛も如来の

いる方向に向かって荷車を牽きはじめた。

こうしてかれらは如来を見ることになった。火神のように輝き，32大人相を備え，昇る太陽

のようにまばゆく輝く（如来）を。かれらは見て驚愕した。いったいこれは何だ。ブラフマー

がここに現れたのか。それとも帝釈天か。それとも毘沙門か。それとも日月神か。それとも何
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か山の神か。川の神か。

そのとき如来は茶褐色の衣を目だたせた。そこで，かれらはいった。これは出家者だ。茶褐

色の衣を着ている。これには何も心配はない，と。かれらは信仰を抱いて，つぎのように言い

あった。この出家者はまさに食事の時間を迎えようとしているであろう。なにかないか，と。

かれらはいった。蜜の食べ物と皮を剥いだ砂糖きびがある，と。

かれらは蜜の食べ物と砂糖きびの皮を剥いだものとを持って，如来のいるところに近づき，

近づいて如来の両足を頭で礼拝し，３回右繞して，片隅に立った。片隅に立って，かれらは如

来に次のようにいった。世尊よ，われらに慈悲を垂れ，この鉢の食べ物をお受けください，と。

(Ⅱ)比丘たちよ，そのとき如来につぎの考えが浮かんだ。私が両手で（食べ物を）受けること

は，これはじつによろしくないことであろう。過去の如来・三 三仏陀は何に受けたであろう

か，と。鉢でであったと（如来は）了知した。

比丘たちよ，如来の食事時間であることを知った四大王が四方から直ちにやってきて，４つ

の金の鉢をもたらし，如来に差し出した。世尊よ，われらに慈悲を垂れ，この（４つの）金の

鉢をお受けください。

それらは沙門にふさわないと考え，如来は受け取らなかった。同様のことが４つの銀製の，

４つのるり製の，はり製の，珊瑚製の，めのう製の鉢について（起こった）。

(四大王は）あらゆる種類の宝石の４つの鉢をもたらし，如来に差し出したが，如来はそれ

らは沙門にとってふさわしくないと考え，受け取らなかった。

比丘たちよ，そのときまた如来につぎの考えが起こった。過去の如来・阿羅漢・三 三仏陀

はどんな種類の鉢で受けたか。石の鉢でであったことを了知した。こうした考えが如来に起こ

ったのである。

(Ⅱａ)このとき，毘沙門大王が他の３人の大王たちに語りかけた。卿らよ，かの４つの石の鉢

が青身天子たちによってわれらに与えられているではないか。あのときわれらにつぎの考えが

起こった。われらはこれで食事をしよう，と。そのとき，ヴァイローチャナという名の青身天

子がわれらにつぎのようにいった。

⑴これらの容器で食べてはならぬ。塔廟と同じと思って護持しなさい（？）。

釈迦牟尼という名の勝者が現れるだろう。かれに鉢を差し出しなさい，と。

⑵卿らよ。いまこそ釈迦牟尼に容器を差し出すときである。

歌と楽器の声と音とともに，敬意を表して鉢を差し出そう。

⑶かれこそ法に叶う不壊の容器，この石の容器もまた不壊である（？）。

(かれこそこれを）受けることができる。他の者はそうでない。さあ，お受け頂くために

行こうではないか。

そこで４人の大王は各自の民衆を伴い，花，焚香，粉香，華蔓，塗香，楽器，打楽器，演奏の

音とともに，手に手に鉢を持って，如来のいますところに近づき，近づいて如来に敬意を表し

て，天華を満たしたかの鉢を如来に差し出した。

比丘たちよ，そのとき如来につぎの考えが起こった。じつにこれらの四天王は清らかな信仰

心をもって私に４つの石の鉢を差し出そうとしている。だが４つの鉢は私にふさわない。とは
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いえ，一人の（鉢だけ）を受ければ，３人に不満が生じるだろう。私はこれらの４つの鉢を受

けて，１つの鉢に変えたらどうだろう。

比丘たちよ。そこで如来は右の手を伸ばし，毘沙門大王に で語りかけた。

⑴善逝に容器を提供せよ。汝は最上の乗り物の器となるだろう（？）。

我等のような者たちに容器を提供するなら，記憶と思考は決して失われない。

比丘たちよ。そこで如来は慈悲心をもって毘沙門大王の手元から，かの鉢を受け取った。受け

取ると，持国大王に で語りかけた。

⑵如来に容器を与えるもの，そのものの記憶と知恵は決して失われない。

幸福な時を幸福な（時）に続かせ，ついに寂静の段階を悟るにいたる。

比丘たちよ。そこで如来は慈悲心をもって持国大王の手元から，かの鉢を受け取った。受け取

ると，増長大王に で語りかけた。

⑶清浄なる心をもつ如来に清浄なる容器を与える汝は

自らも清浄なる心を持つだろう。人天の世界において讃えられるであろう。

比丘たちよ。そこで如来は慈悲心をもって増長大王の手元から，かの鉢を受け取った。受け取

ると，広目大王に で語りかけた。

⑷不壊の戒を持ち不壊の行ないをなす如来に不壊の容器を

不壊の心で信仰をもって与える汝は不壊の福徳を持つものとなるであろう（？）。

比丘たちよ。如来は慈悲心をもって広目大王の手元から，かの鉢を受け取った。受け取ると，

解脱の力によって１つの鉢に変えた。そのとき（如来は）つぎのウダーナを唱えた。

果実をつめて，魅力をそえて，私は前世で鉢を捧げた。

だから（いま）４つの鉢が整えられ，神通力ある４人の神が（私にそれを）提供する。

(Ⅱａ)ここでつぎのようにいわれる。

⑴かれは７日の間，妙なる菩提樹を見て至高の真理を見る人となった。確信の人となった。

６種の相で地を震わせ，獅子の境涯に向かって人獅子として立ち上がった。

⑵この象王は悠然と辺りを歩き，次第にターラーヤナ樹の根方に向かって歩んだ。

メール山のごとくに揺るがぬさまで近づき，牟尼（ブッダ）は禅と三昧を実践した。

⑶そのときトラプシャとバッリカという二人の兄弟が商人の群れとともに

五（百）の荷車を財で満たして花咲くサーラの森に入った。

⑷大聖仙（ブッダ）の力によって瞬時に荷車は瞬く間に地にめり込んだ。

そんな状態をかれら（商人）は見た。商人の群れに大恐怖が生じた。

⑸かれらは剣を手にし，矢や槍をたずさえ，森に獣がいるのか，これは何かと探索した。

かれらは秋の月のごとき顔を見た。雲ひとつなく千の光線（を放つ太陽）のようなジナ

（ブッダ）を。

⑹興奮は収まり，高ぶりは消えた。頭（を下げ）て礼拝し，かれは誰かといぶかった。

天空から神が言葉を発した。これはブッダ，世界の利と益を作るものである，と。

⑺慈悲の心をもつかれは７昼夜，水も食べ物も摂っていない。

もし汝らが自分の煩悩の鎮静を願うなら，心身をよく修めたかれに食事を捧げよ。
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⑻かれらはこの甘美な言葉を聞いて，ジナに挨拶し，右繞し，

そして歓喜の心をもって，仲間とともにジナへの食べ物への心を起こした。

(Ⅱｂ)比丘たちよ，そのとき商人トラプシャとバッリカの牛の群れは村はずれ（pratyanta,on
 

the border,Edgerton,II）の市場にいた。ところが牛たちはそのとき醍醐の乳を出したのであ

る。そこで牧人たちがその醍醐を持って，商人トラプシャとバッリカがいるところに近づき，

近づいて出来事を報告した。だんな方，あなた方は御承知ください。かの牛たちがみな醍醐の

乳を出しました。いったいこれは吉兆でしょうか，そうでないでしょうか，と。

そのとき物欲旺盛なバラモンたちがつぎのようにいった。これは凶兆である。バラモンたち

のために大規模な祭祀をおこなう必要がある，と。

そのときまた，比丘たちよ，商人トラプシャとバッリカたちと前世で親戚関係にあったシカ

ンディンという名のバラモンが梵天世界に再生していた。かれはバラモンの姿をとってかの商

人たちに で語りかけた。

⑴汝らは前世で願を起こした。如来が悟りを開いたら

(如来は）われらの食事を食べて，法輪を転じますように，と。

⑵いまやこの願は成就する。如来が悟りを開いたのだ。

食事をもたらすがよい。これを召しあがって法輪を転じますように，と。

⑶汝らの牛が醍醐の乳を出したのは吉兆であり，よい星の印である。

この祥事は功徳を積んだかの大仙人から生まれたものである。

⑷このように商人たちを励ますと，シカンディンは自分の住所へ帰っていった。

トラプシャの一行（？）はみな高揚した気持ちに満たされた。

⑸千の牛が出した乳を余さず集め，

そこから最上の滋養物を取って，かれらは敬意をこめて食べ物を作った。

⑹１パラ（重量の単位）あたり百千（金貨）の値がある，アブ・チャンドラと名づけられる

宝玉製の盆を拭き，清め，汚れをとって，食べ物で縁まで満たした。

⑺蜜と盆を持ち，師の（いる）ターラーヤナ樹の根方に行き，

食べ物をお受け下さい。われらに愛顧を垂れ給え。この極上の料理を召し上がって下さい。

(Ⅱｃ）⑻二人の兄弟への慈悲心から，またかれらが前世で菩提心を起こしたことを知って，

師は受け取って，食べた。食べ終えて盆を空中に投げた。

⑼スブラフマーという名の神がその優れた宝の盆を受け止めた。

いまなおかれはそれを梵天世界で他の神々とともに祀っている。

(Ⅳ)そのとき如来は商人トラプシャとバッリカにつぎのような祝福をおこなった。

⑴諸方において（汝らに）神の加護があれ。吉祥と事業の成就とがあれ。

汝らのすべての事業が思いどおりになれ。幸いが直ちに生まれよ。

⑵汝らの右の手に幸いあれ。汝らの左の手に幸いあれ。

汝らの身体のあらゆる部分に幸いあれ。頭に花輪が止まるように。

⑶財を求め十方に赴く商人たちに

大きな利得が生まれよ。それは幸せを生むものとなれ。
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東

⑴汝らがいかなる仕事で東に赴くとも，

その方角にある星宿は汝らを守れ。

⑵クリッティカー，ローヒニー，ムリガシラス，アールドラー，プナルヴァス

プシュヤ，アーシュレーシャー。以上が東方の（星宿たち）。

⑶以上の，栄光に満ちた世界守護者たる七星宿，

東方に住む神々はその辺りすべてにおいて（汝らを）を守れ。

⑷かれらの主人たる王はドリタラーシュトラとして知られる 。

かれは全ガンダルヴァの主人であり，スーリヤ神とともに（汝らを）守れ。

⑸かれの息子はあまたおり，名前はみな同じで，目利きである。

(その数）80と10と１で，インドラという名で，大力をもつ。

⑹かれらもまた健康と幸福で汝らを守れ。

東の方角に８人の乙女神がいる。

⑺ジャヤンティー，ヴィジャヤンティー，シッダールター，アパラージター，

ナンドーッタラー，ナンディセーナー，ナンディニー，ナンダヴァルディニー。

⑻彼女らもまた健康と幸福で汝らを守れ。

東の方角にチャーパーラという名の祀堂がある。

⑼救済者たる，ジナらに住まわれ（avusta,inhabited,Edgerton,II），阿羅漢らに知られる。

かれらもまた健康と幸福で汝らを守れ。

⑽諸方は汝らにとって安全であれ。汝らに災厄は来てはならぬ。

仕事を成就して帰国せよ。あらゆる神に守られて。

南

⑴汝らがいかなる仕事で南に赴くとも，

その方角にある星宿は汝らを守れ。

⑵マガー，２つのパールグニー（前パールグニーと後パールグニー），ハスター，第５にチ

トラー，スヴァーティ，ヴィシャーカー。以上が南方の（星宿たち）。

⑶以上の，栄光に満ちた世界守護者たる七星宿，

南方に任じられたかれらはその辺りすべてにおいて汝らを守れ。

⑷かれらの主人たる王はヴィルーダカとして記憶せらる。

全クンバーンダの主人であり，ヤマ神とともに（汝らを）守れ。

⑸かれの息子はあまたおり，名前はみな同じで，目利きである。

(その数）80と10と１で，インドラという名で，大力をもつ。

⑹かれらもまた健康と幸福で汝らを守れ。

南の方角に８人の乙女神がいる。

⑺シュリヤーマティー，ヤシャマティー，ヤシャプラープター，ヤショーダラー，

スウッティター，スプラタマー，スプラブッダー，スカーヴァハー。

⑻彼女らもまた健康と幸福で汝らを守れ。
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南方にパドマという名の祀堂がある。

⑼常に燃える炎によって神々しく照らし出された（祀堂に住む神々），

かれらもまた健康と幸福で汝らを守れ。

⑽諸方は汝らにとって安全であれ。汝らに災厄は来てはならぬ。

仕事を成就して帰国せよ。あらゆる神に守られて。

西

⑴汝らがいかなる仕事で西に赴くとも，

その方角にある星宿は汝らを守れ。

⑵アヌラーダー，ジエーシュター，固く勇あるものムラー（ムーラ），２つのアーシャーダ

(前アーシャーダと後アーシャーダ），アビジット。シュラヴァナは第７である。

⑶以上の，栄光に満ちた世界守護者たる七星宿，

西方に任じられたかれらはその辺りすべてにおいて汝らを守れ。

⑷かれらの主人たる王はヴィルーパークシャとして人々は知る。

かれは全ナーガの主人であり，ヴァルナ神とともに（汝らを）守れ。

⑸かれの息子はあまたおり，名前はみな同じで，目利きである。

(その数）80と10と１で，インドラという名で，大力をもつ。

⑹かれらもまた健康と幸福で汝らを守れ。

西の方角に８人の乙女神がいる。

⑺アランブシャー，ミシュラケーシー，プンダリーカー，アルナー，

エーカーダシャー，ナヴァミカー，シーター，クリシュナー，ドラウパディー。

⑻彼女らもまた健康と幸福で汝らを守れ。

西の方角にアシュタンガという名の山がある。

⑼（そこに）住む者は日月神の８つの利益を汝らに与えよ。

かれらもまた健康と幸福で汝らを守れ。

⑽諸方は汝らにとって安全であれ。汝らに災厄は来てはならぬ。

仕事を成就して帰国せよ。あらゆる神に守られて。

北

⑴汝らがいかなる仕事で北に赴くとも，

その方角にある星宿は汝らを守れ。

⑵ダニシュター，シャタビシャー，もう１組の前・後（前バドラパダーと後バドラパダー），

レーヴァティー，アシュヴィニー。バラニーは第７である。

⑶以上の，栄光に満ちた世界守護者たる七星宿，

北方に任じられたかれらはその辺りすべてにおいて汝らを守れ。

⑷かれらの主人たる王はクヴェーラ・ナラヴァーハナ。

全ヤクシャの主人であり，マーニバドラ神とともに（汝らを）守れ。

⑸かれの息子はあまたおり，名前はみな同じで，目利きである。

(その数）80と10と１で，インドラという名で，大力をもつ。
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⑹かれらもまた健康と幸福で汝らを守れ。

北の方角に８人の乙女神がいる。

⑺イラーデーヴィー，スラーデーヴィー，プリティヴィー，パドマーヴァティー，

ウパスティター，マハーラージャー，アーシャー，シュラッダー，ヒリー，シリー。

⑻彼女らもまた健康と幸福で汝らを守れ。

北の方角にガンダマーダナ山がある。

⑼ヤクシャ神と精霊らの住み家，麗しきチトラクータ峰。

かれらもまた健康と幸福で汝らを守れ。

⑽諸方は汝らにとって安全であれ。汝らに災厄は来てはならぬ。

仕事を成就して帰国せよ。あらゆる神に守られて。

［要約］

⑴星宿は28ある。四方に７つずつある。

乙女神は32人いる。四方に８人ずついる。

⑵民衆のあいだにいる８人の沙門，（８人の）婆羅門，（８人の）ナイガマ神。

(天にいる）インドラ神を含む８人の神々。（かれらは）一切処において汝らを守れ。

⑶出発する汝らに幸いあれ。帰り行く（汝らに）幸いあれ。

幸いあれ，（汝らは）親族と再会せよ。幸いあれ，親族らは（汝らと）再会せよ。

⑷インドラと共なるヤクシャ，(四)大王，阿羅漢の愛顧を受けて，

すべての場所で幸せに進みゆけ。めでたき不死を獲得せよ。

(Ⅵ)⑴ブラフマー，ヴァーサヴァ（＝インドラ），解脱者，無漏者に守られよ。

ナーガ，ヤクシャに常にいつくしまれ，（汝らは）百秋に等しき齢を守れ。

⑵右繞されるにふさわしき世界の主，比類なき指導者（ブッダ）はかれらに告げた。

汝らはこの善き行いによってマドゥサンバヴァという名のジナになるであろう。

⑶これは世界の指導者ジナ（ブッダ）が染心を離れて最初におこなった授記である。

これからのち，悟りを得て退転せずと授記される数知れぬ多くの菩薩が（現れるだろう）。

(Ⅲ)⑴ジナのこの授記を聞き，最高の喜びに心をはずませ，

かの兄弟はかの仲間とともに清浄なる心をもってブッダと法に帰依した。

以上，聖なる『ラリタヴィスタラ』中のトラプシャ・バッリカの巻と名づける第24章が終わる。

４．以下，四天王に関する部分については，cf. パーリ，DN，Mahasamaya-suttanta

（PTS,D ii, pp.257-258），漢訳長阿含経「大会経」の一節（大正蔵１，79c-80a），「大

三摩惹経」の一節（大正蔵１，258b-258c）。これらの経はブッダの法会にいかに多く

の神々が参集したかを説いており，多くの神々の名を列挙している。いま（2002年１

月）奈良のキトラ古墳で天文図や四方神図が発見されて話題になっている。LVの四方

の守護神の考えと比較して興味深い。
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商人の名

ウッカラ

経
典文

献
）

テ
ー
マ

内容の比較表（○は「存在する」を意味する。その他は右注参照。）

この外，四分律には「弥却の布髪物語」がある。大唐西域記には「塔の形式の教授」がある。
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